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令和７年第１回幸田町議会定例会会議録（第１号） 

────────────────────────────────────────────────── 

 議事日程 

  令和７年２月２８日（金曜日）午前９時９分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 諸報告 

日程第４ 町長の施政方針 

日程第５ 第２号議案 幸田町教育委員会の委員の任命について 

日程第６ 第22号議案 令和６年度幸田町一般会計補正予算（第７号） 

     第23号議案 令和６年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第３号） 

     第24号議案 令和６年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

     第25号議案 令和６年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第４号） 

日程第７ 第３号議案 幸田町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及び幸 

           田町都市計画税条例の一部改正について 

     第４号議案 幸田町若者奨学基金条例の制定について 

     第５号議案 幸田町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の 

           一部改正について 

     第６号議案 幸田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 

     第７号議案 幸田町職員の給与に関する条例等の一部改正について 

     第８号議案 幸田町職員等の旅費支給条例の一部改正について 

     第９号議案 幸田町税条例の一部改正について 

     第10号議案 幸田町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正について 

     第11号議案 幸田町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部 

           改正について 

     第12号議案 幸田町立学校体育施設のスポーツ開放に関する条例の一部改正につ 

           いて 

     第13号議案 幸田町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める 

           条例の一部改正について 

     第14号議案 幸田町空き缶等ごみ散乱防止条例の一部改正について 

     第15号議案 幸田町六栗環境広場の設置及び管理に関する条例の制定について 

     第16号議案 幸田町道路占用料条例の一部改正について 

     第17号議案 幸田町地区計画の区域内における建築物制限条例の一部改正につい 

           て 

     第18号議案 幸田町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基 

           準を定める条例の一部改正について 

     第19号議案 幸田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部改正に 

           ついて 

     第20号議案 幸田町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の 
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           一部を改正する条例の一部改正について 

     第21号議案 町道路線の認定及び廃止について 

     第26号議案 令和７年度幸田町一般会計予算 

     第27号議案 令和７年度幸田町土地取得特別会計予算 

     第28号議案 令和７年度幸田町国民健康保険特別会計予算 

     第29号議案 令和７年度幸田町後期高齢者医療特別会計予算 

     第30号議案 令和７年度幸田町介護保険特別会計予算 

     第31号議案 令和７年度幸田町水道事業会計予算 

     第32号議案 令和７年度幸田町下水道事業会計予算 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した案件 

  議事日程のとおり 

────────────────────────────── 

    出席議員（１５名） 

  １番 藤 本 和 美 君  ２番 吉 本 智 明 君  ３番 野 坂 純 子 君 

  ４番 松 本 忠 明 君  ５番 長 谷 川  進 君  ６番 岩 本 知 帆 君 

  ７番 田 境  毅 君  ８番 石 原  昇 君  ９番 都 築 幸 夫 君 

  10番 黒 木  一 君  11番 廣 野 房 男 君  12番 稲 吉 照 夫 君 

  13番 笹 野 康 男 君  14番 丸 山千代子 君  16番 藤 江  徹 君 

    欠席議員（１名） 

  15番 鈴 木 久 夫 君 

────────────────────────────── 

  地方自治法第１２１条の規定により説明のため会議に出席した者の職氏名 

町 長 成 瀬  敦 君 副 町 長 大 竹 広 行 君 

教 育 長 池 田 和 博 君 企 画 部 長 内 田  守 君 

総 務 部 長 林  保 克 君 参事（税務担当） 稲 熊 公 孝 君 

住民こども部長 三 浦 正 義 君 健 康 福 祉 部 長 山 本 晴 彦 君 

参事（健康保健担当） 金 澤 一 徳 君 環 境 経 済 部 長 大 熊 隆 之 君 

建 設 部 長 鳥 居 靖 久 君 上 下 水 道 部 長 齋 藤 啓 一 君 

消 防 長 山 本 秀 幸 君 教 育 部 長 菅 沼 秀 浩 君 

────────────────────────────── 

  職務のため議場に出席した議会事務局職氏名 

   局  長 大須賀 龍二 君 

────────────────────────────── 

○議長（藤江 徹君） 皆さん、おはようございます。 

   議員各位には、公私とも御多忙の中、御出席を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

   令和７年第１回幸田町議会定例会の開会に当たりまして、一言御挨拶を申し上げます。 

   本定例会に提出されました議案は、お手元の議案目録のとおり、令和７年度当初予算

をはじめとする３１件の重要な案件が提出されております。 
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   議会といたしましては、町民生活の安定と福祉の増進のため十分な審議を行い、町民

の負託に応えるべく努力したいと思うところであります。 

   議員各位には、慎重なる審議と円滑な議会運営に格別の御協力をお願いいたします。 

   議員各位におかれましても、十分に体調管理に留意され、議会に臨んでいただきます

よう重ねてお願い申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

   お諮りします。 

   本日、議場において、三河湾ネットワーク株式会社が取材で議場内をカメラ撮影する

ことに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（藤江 徹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、議場内のカメラ撮影は許可することに決定しました。 

   定例会招集に当たり、町長の挨拶を行います。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 皆さん、おはようございます。 

   朝夕の寒さも日ごとに和らぎまして、暖かな日差しが春の訪れを感じられるようにな

りました。 

   本日、ここに、令和７年第１回幸田町議会定例会をお願いしましたところ、議員の皆

様方には御多用の中、御出席をいただき誠にありがとうございます。 

   また、日頃より、町政各般にわたりまして、御理解と御支援をいただいておりますこ

と、そして、行政運営におきましても、御指導、御高配を賜っておりますこと、併せて

感謝と敬意を申し上げます。 

   さて、今定例会に提案をさせていただきます議案は、全部で３１件でございます。 

   初めに、本日即決として、審議をお願いをさせていただきます議案は５件でございま

す。 

   幸田町教育委員会の委員の任命についての人事案件１件と、令和６年度補正予算関係

として、一般会計をはじめとする４件でございます。その他の議案といたしましては、

単行議案１９件と令和７年度当初予算関係として、一般会計をはじめとする７件をお願

いするものでございます。 

   後ほど、私から予算の大要と施政方針を述べさせていただき、各議案の提案理由とそ

の概要につきまして、説明をさせていただきます。いずれも、これからの町政を進める

上において重要なものばかりでございますので、全議案とも慎重に御審議いただき、議

決賜りますようお願いを申し上げます。 

   また、一般質問につきましては、８名の議員の皆様から御通告をいただいております。

いずれも今後の町政を進める上での重要な御質問ばかりでございますので、真摯に受け

止め、誠意を持って対応いたします。 

   よろしくお願いいたします。 

   １点目は、カンボジア訪問の報告であります。 

   去る１月の２７日から２月の２日まで、５泊７日の期間におきまして、私、議長、教
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育長、企画部長、議会事務局長でカンボジア訪問をしてまいりました。 

   カンボジアでは、シェムリアップ州副知事、在カンボジア日本大使館、植野篤志特命

全権大使、国連ハビタットなど、１２か所を訪問いたしました。シェムリアップ州での

公式訪問では、新型コロナウイルス感染症などの影響から停滞をしておりました交流活

動の再開を目指し、意見を交換し、今後連絡を取っていくこととなりました。このほか、

シェムリアップ州にあるバイヨン中学校、高等学校、セカンダリー・スクール・オブ・

ファインアーツなどの学校を訪問し、交流を図ってまいりました。今後、今回の訪問で

得たつながりを生かしつつ、交流の方法を検討してまいります。 

   次に、御案内を３点申し上げます。 

   １点目であります。３月１日及び２日に開催されるラリー三河湾２０２５についてで

あります。 

   昨年初めて蒲郡市を中心に開催され、イベント会場及び観戦エリアには５万９００人

の方が御来場いただいたとの報告を受けております。 

   ２回目となる今年、本町では、３月２日の日曜日に日本各地から集まったラリーカー

約９０台が深溝地内を疾走いたします。多くの方にラリー競技を楽しんでいただくため、

今回も深溝運動場を観戦エリアとして開放し、キッチンカーなど地元の飲食店などに出

店していただく予定です。 

   このラリー三河湾が、新たな観光資源となるよう、引き続き盛り上げていきたいと考

えております。 

   ２点目の御案内でございます。幸田ミュージカル２０２５「リトルプリンス」につい

てであります。 

   幸田町文化振興協会主催による幸田町町村合併７０周年記念事業といたしまして、幸

田ミュージカル２０２５「リトルプリンス」が、３月２２日、土曜日と翌２３日、日曜

日に町民会館さくらホールで上演されます。 

   ２００５年から取り組んでまいりました幸田ミュージカルは、世代や経験を問わず多

くの住民が参加でき、今回も４歳から７６歳まで１００人を超える方々が出演されます。

ぜひ御鑑賞いただき、ステージから発せられる住民の皆様の圧倒的な熱量を感じていた

だければと思います。 

   なお、チケットにつきましては、全３公演のうち、２回目の公演が完売、１回目と３

回目の公演も残り僅かとのことであります。 

   ３点目の御案内でありますが、幸田町町村合併７０周年記念ドラマとして、東海テレ

ビの最高のオバハンシリーズのスピンオフ作品、土ドラ・最高のオバハン中島ハルコス

ピンオフ～大谷家の大騒動！ｉｎ愛知・幸田町が３月２３日、日曜日、午後１時から約

９０分間、愛知・岐阜・三重の東海３県で放送されますので、ぜひ御覧いただきたいと

思います。 

   また、２９日、土曜日には、町民会館つばきホールで本ドラマの上映会が開催されま

す。上映会のほかにも、ドラマ出演者によるトークショー等楽しめる内容となっており

ます。 

   これで、幸田町町村合併７０周年記念事業は終了となりますので、御都合が合いまし
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たら、ぜひ足をお運びいただきたいと思います。 

   以上、定例会の開会に当たりまして、私からの御挨拶といたします。 

   どうぞよろしくお願いします。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（藤江 徹君） ここで、総務部長から発言の申出がありましたので、発言を許しま

す。 

   総務部長。 

〔総務部長 林 保克君 登壇〕 

○総務部長（林 保克君） 議長のお許しをいただきましたので、発言をさせていただきま

す。 

   本日、お手元に令和７年度予算の大要と施政方針を配付させていただきましたので、

よろしくお願いいたします。 

   以上でございます。 

〔総務部長 林 保克君 降壇〕 

○議長（藤江 徹君） ここで、御報告いたします。 

   １５番、鈴木議員は、疾病のため、本定例会に関わる全ての会議を欠席する届出があ

りましたので、御報告いたします。 

   ただいまから、令和７年第１回幸田町議会定例会を開会いたします。 

                             開会 午前 ９時０８分 

○議長（藤江 徹君） 地方自治法第１２１条の規定により、議案説明のため出席を求めた

理事者は、お手元に配付のとおりですから御了承願います。 

   これから、本日の会議を開きます。 

                             開議 午前 ９時０９分 

○議長（藤江 徹君） 議事日程は、お手元に配付のとおりでありますから、御了承願いま

す。 

────────────────────────────── 

  日程第１ 

○議長（藤江 徹君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

   会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番 吉本智明議員、３番 

野坂純子議員を指名いたします。 

──────────────○─────────────── 

  日程第２ 

○議長（藤江 徹君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

   お諮りいたします。 

   本定例会の会期は、本日２月２８日から３月２６日までの２７日間とすることに御異

議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（藤江 徹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、会期は、本日２月２８日から３月２６日までの２７日間に決定いたしま



- 6 - 

した。 

   なお、会期中の会議予定につきましては、お手元に配付の定例会会期日程のとおりで

すから、御了承願います。 

──────────────○─────────────── 

  日程第３ 

○議長（藤江 徹君） 日程第３、諸報告を行います。 

   例月出納検査３件及び定期監査３件であります。これは、お手元に配付のとおりであ

りますから、御了承願います。 

   次に、今回の定例会までに受理した請願、陳情は、お手元に配付のとおり、陳情が１

件であります。 

   これは、会議規則第９２条の規定により、陳情第１号を総務教育委員会に付託いたし

ます。 

   次に、令和６年度、幸田町教育委員会施策評価につきましては、お手元に配付のとお

りですから、御了承願います。 

   以上をもって、諸報告を終わります。 

──────────────○─────────────── 

  日程第４ 

○議長（藤江 徹君） 日程第４、町長の施政方針を行います。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 令和７年度予算の大要と施政方針 

令和７年２月２８日 

幸田町長 成瀬 敦 

もっと輝く幸田を、みんなで 

～選択と挑戦により、活力のあるまちの継続を～ 

   本日、令和７年第１回幸田町議会定例会の開催に当たり、新年度予算及び諸議案の御

審議をお願いするに際しまして、ここに町政運営に臨む所信を明らかにし、町民の皆様

を始め議員各位の御理解と御協力をお願いしたいと存じます。 

   新型コロナウイルス感染症により経済が低迷した後、依然としてウクライナ、中東情

勢の影響や米の流通不足等による物価高騰が続いていますが、国内の景気は雇用や所得

環境が改善する中で緩やかに回復が続いている状況であります。そのような中、幸田町

は町税や寄附金といった貴重な財源から効率的に施策を選択し、町民の方々への絶え間

ないサービスを保ち、活力のあるまちの継続を目指していきます。 

   令和７年度当初予算は、「もっと輝く幸田を、みんなで」をテーマに掲げて編成いた

しました。一般会計の予算規模は１９８億３,０００万円であり、令和４年度当初予算

以来、２００億円を下回るものとなっております。税収につきましては町を支える要の

財源として、対前年度５.９％増となる９３億７,０４０万円を見込んでおります。 

   歳出におきましては、令和７年度に第６次総合計画の計画期間が満了（２０１６年～

２０２５年）するため、第７次総合計画の策定を行います。まちづくり全般を総合的に
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網羅し、各種計画の最上位計画と位置付け、福祉・都市計画・環境などの個別計画をけ

ん引するための概念・理念計画の策定を行います。 

   また、菱池遊水地の治水対策工事が令和８年度に完了する予定となっておりまして、

並行してその後の整備計画を進めるための事前調査を行い、カーボンニュートラルゾー

ン（太陽光発電施設）、公園ゾーン、自然環境ゾーンに分け、それぞれが有効利用され

るよう計画していきます。 

   ここで、新年度の予算の概要について触れさせていただきます。 

令和７年度当初予算案の概要 

１ 予算の規模 

   令和７年度当初予算の規模は、一般会計、特別会計及び公営企業会計を合わせて３０

３億２,９７０万円となり、前年度に対し８億２８１万円、２.６％減となっております。 

   一般会計は総額１９８億３,０００万円（対前年度４.２％減）といたしました。その

詳細につきましては、後ほど述べさせていただきます。 

   特別会計でありますが、土地取得特別会計につきましては、大草広野地区福祉施策推

進構想及び芦谷１号線事業の関係予算を計上しまして、総額４億２６４万円（同１８９.

９％増）といたしました。 

   国民健康保険特別会計につきましては、高額療養費などの保険給付費の増加及び国民

健康保険事業費納付金の増加を見込み、総額３２億８,４５３万円（同０.９％増）とい

たしました。 

   後期高齢者医療特別会計につきましては、被保険者数の増加に伴う後期高齢者医療広

域連合納付金の増加を見込み、総額６億９,１４９万円（同２.２％増）といたしました。 

   介護保険特別会計につきましては、要介護及び要支援認定者数の増加に伴う保険給付

費の増加を見込み、総額２６億４,８２１万円（同３.５％増）といたしました。 

   水道事業会計につきましては、収益的支出にあっては８億５,３５８万円（同２.９％

増）、また、資本的支出にあっては配水管布設替工事を主なものとして、４億４,４９

５万円（同２５.０％減）といたしました。 

   最後に、下水道事業会計につきましては、収益的支出にあっては農業集落排水施設の

公共下水道接続による維持管理費などの減少を見込み、１４億２,３２９万円（同１３.

１％減）、資本的支出にあっては管路整備、企業債償還金を主なものとして、７億５,

１０２万円（同２.７％増）といたしました。 

   ２ 一般会計歳入 

   一般会計の歳入でありますが、町税の総額につきましては、対前年度５億１,９９０

万円増（同５.９％増）の９３億７,０４０万円といたしました。 

   その内訳としましては、個人町民税につきましては、定額減税による減額からの回復

を見込み、対前年度２億５,４００万円増（同１０.０％増）とし、また、法人町民税に

つきましては、大手自動車関連企業の業績から、対前年度１億４,４００万円増（同２

２.０％増）としまして、町民税の総額を対前年度３億９,８００万円増（同１２.５％

増）の３５億８,３２０万円といたしました。 

   固定資産税につきましては、土地分は地目変更等による増額を、家屋分は新増築家屋
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の増加による増額を、償却資産分は企業の積極的な設備投資による増額をそれぞれ見込

みまして、固定資産税の総額を対前年度１億４００万円増（同２.１％増）の５０億,４,

９００万円といたしました。 

   軽自動車税につきましては、環境性能割は過去の実績により、種別割は登録台数によ

りまして、対前年度５００万円増（同４.０％増）の１億３,１５０万円といたしました。 

   たばこ税につきましては、販売本数の過去の実績から、対前年度１,０００万円増

（同３.７％増）の２億８,０００万円とし、入湯税につきましては、入湯客の過去の実

績から、対前年度１０万円減（同４.８％減）の２００万円といたしました。 

   都市計画税につきましては、固定資産税と同様の理由により、対前年度３００万円増

（同０.９％増）の３億２,４７０万円といたしました。 

   地方譲与税につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、対前年度１,

０３０万円減（同６.５％減）の１億４,８３０万円といたしました。 

   利子割交付金につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、対前年度１

３０万円増（同４４.８％増）の４２０万円といたしました。 

   配当割交付金につきましては、過去の実績から、対前年度２００万円増（同４.７％

増）の４,５００万円とし、株式等譲渡所得割交付金につきましては、過去の実績から、

対前年度と同額の３,８００万円といたしました。 

   法人事業税交付金、愛知県による交付見込額を踏まえまして、対前年度３００万円減

（同１.９％減）の１億５,２００万円といたしました。 

   地方消費税交付金につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、対前年

度１億１,２００万円増（同１０.９％増）の１１億３,７００万円といたしました。 

   ゴルフ場利用税交付金につきましては、過去の実績から、前年度と同額の１,７００

万円とし、自動車取得税交付金につきましては、令和元年９月末で廃止となりましたが、

滞納繰越分の収入の可能性があることから、科目維持といたしました。これに代わり同

年１０月に創設された環境性能割交付金につきましては、過去の実績から、対前年度７

００万円増（同２５.０％増）の３,５００万円といたしました。 

   地方特例交付金につきましては、令和６年度の個人住民税所得割の定額減税による減

収補塡分が減額されるため、対前年度２億１,４８０万１,０００円減（同７３.７％減）

の７,６６０万円といたしました。 

   地方交付税につきましては、普通交付税及び特別交付税ともに不交付と見込み、科目

維持といたしました。 

   交通安全対策特別交付金につきましては、令和６年度実績見込みにより、対前年度４

０万円減（同１０.０％減）の３６０万円といたしました。 

   分担金及び負担金につきましては、保育料保護者負担金が主なものでありますが、第

２子保育料無料化の実施により、対前年度１,２６５万３,０００円減（同１８.７％減）

の５,５０２万円とし、使用料及び手数料につきましては、公共駐車場使用料や体育施

設使用料等を見込み、対前年度１,１４９万３,０００円増（同５.２％増）の２億３,４

３６万５,０００円といたしました。 

   国庫支出金につきましては、児童手当交付金９億４,０６８万７,０００円、物価高騰
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対応重点支援地方創生臨時交付金１億６,７７３万６,０００円、重層的支援体制整備事

業交付金３,７９８万７,０００円などがありまして、対前年度４億３,７５４万５,００

０円増（同２２.４％増）の総額２３億９,３４６万３,０００円とし、県支出金につき

ましては、参議院議員通常選挙費委託金１,８００万円、国勢調査事務交付金１,６５０

万円などがありますが、子ども医療費補助金及び児童手当負担金の減等により、対前年

度７３４万３,０００円減（同０.６％減）の総額１１億９,８６６万３,０００円といた

しました。 

   財産収入につきましては、財産貸付収入と基金利子が主なものでありますが、基金利

子の利率上昇等による増を見込み、対前年度２,１４８万８,０００円増（同１５６.

７％増）の３,５２０万４,０００円といたしました。 

   寄附金につきましては、主となるふるさと寄附金を令和６年度実績見込みにより、対

前年度１０億円減の２０億円と見込み、総額２０億１５万６,０００円（同３３.３％減）

といたしました。 

   繰入金につきましては、全体の財源調整及び事業推進のため、財政調整基金１１億１,

４９８万３,０００円、教育施設整備基金１,５００万円の繰入れを行うこととしまして、

４億８,０３３万円減（同２６.５％減）の総額１３億３,４６８万８,０００円といたし

ました。 

   繰越金につきましては、前年度と同額の３億円といたしました。 

   諸収入につきましては、令和６年度に計上しておりました各中学校の体育間空調設置

工事に係る災害バルク等の導入補助金１億円の皆減により、対前年度９,７９９万９,０

００円減（同１３.０％減）の６億５,７５３万９,０００円としました。 

   町債につきましては、次世代高度情報通信ネットワーク設備整備事業に１,８５０万

円、庁舎照明設備整備事業に９６０万円、高齢者生きがいセンター移転整備事業に２億

２,９００万円、保育園施設改修事業に２,８３０万円、県営土地改良事業に９,１００

万円、道路改築事業に５,１３０万円、橋梁改修事業に８,３４０万円、交通安全施設整

備事業に２６０万円、幸田中央公園整備事業に１,４８０万円、町民会館改修事業に４,

８２０万円、図書館照明設備整備事業に８６０万円、町民プール改修事業に８５０万円

の起債を行い、対前年度１億６,５９０万円減（同２１.８％減）の総額５億９,３８０

万円といたしました。 

   ３ 一般会計歳出 

   義務的経費（人件費・扶助費・公債費）につきましては、会計年度任用職員に対する

勤勉手当支給等に伴う人件費の増加や児童手当の支給対象者拡大等による扶助費が増加

したことなどによりまして、対前年度７億７,２４２万４,０００円増（同８.８％増）

の総額９５億５２９万６,０００円といたしました。 

   投資的経費（普通建設事業費・災害復旧費）につきましては、対前年度９億４,３０

６万１,０００円減（同３９.６％減）の総額１４億,３,５７５万９,０００円でありま

す。普通建設事業の主なものといたしましては、高齢者生きがいセンター移転改修工事、

道路新設改良事業、町民会館空調制御機器更新工事、町民プール全熱交換器更新工事な

どであります。 
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   物件費・維持補修費・補助費等その他の経費の合計は、対前年度７億９３６万３,０

００円減（同７.４％減）の総額８８億５,８９４万５,０００円であります。主なもの

といたしましては、物件費につきましては、地方公共団体情報システムの標準化に関す

る移行業務委託料をはじめ各種事務委託料や物品の購入経費、維持補修費につきまして

は、公園施設をはじめ各種公共施設の修繕費、補助費等につきましては、物価高騰対応

重点支援給付金や各種団体への補助金や負担金、そのほかに特別会計への繰出金などで

あります。 

   以上が、令和７年度の一般会計の概要であります。 

施政方針 

   改めまして私の施政方針を申し上げ、町民の皆様及び議員各位の御理解、御協力をお

願い申し上げます。 

   現在の国内の経済情勢でありますが、３３年ぶりの高い水準となった賃上げを実現し、

長きに渡ったコストカット型経済から脱却し「賃上げと投資が牽引する成長型経済」へ

の移行ができるかの分岐点にあるという状態であります。 

   幸田町においても雇用や所得環境が改善し、景気が緩やかに回復が続いている状況で

はありますが、町税の収入は過去最高額を記録しながらも、ふるさと納税額の減少、扶

助費等の社会保障費や人件費の増加、また建設物価、生活関連物価の高騰等により、今

までにない厳しい財政状況に置かれております。今、幸田町にできることは、町民の

方々への絶え間ないサービスを保ちながら、活力あるまちの継続を目指し、高度な緊張

感を持って財政運営に当たっていくことであります。 

   令和７年度当初予算は、「もっと輝く幸田を、みんなで」をテーマに掲げて編成いた

しました。幸田町における暮らしやすいまちづくりを引き続き進めることとし、この決

意を「選択と挑戦により、活力のあるまちの継続を」と表しました。 

   令和７年度はこの決意のもと、各種事業を展開してまいります。一般会計の予算規模

は１９８億３,０００万円としました。 

   歳入におきましては、税収は町を支える要の財源として堅調な収入を見込んでおりま

す。近年の重要な財源であるふるさと寄附金につきましては、前年度より減額しており

ますが、新たな事業者や新たなお礼品を開拓することで効果的な事業達成を目指してま

いります。 

   歳出におきましては、第７次総合計画策定、菱池遊水地緑地運動公園ほか構想調査委

託業務、高齢者生きがいセンター移転改修工事及び在宅子育て応援金給付事業などを実

施してまいります。 

   本町のまちづくりの基本指針であります第６次幸田町総合計画の基本理念「人と資源

と産業の調和」に基づき、６つの基本目標を中心に、将来像として掲げた「みんなでつ

くる元気な幸田」の実現に向けて、全力で取り組んでまいる所存であります。 

   町民の皆様と一緒に、「もっと輝く幸田を、みんなで～選択と挑戦により、活力のあ

るまちの継続を～」の決意をもって、事業の推進をしてまいりたいと考えております。 

   第１に、安全・安心 いのちと暮らしをまもるぞ 

   安全・安心施策につきましては、近年、全国各地で発生している大規模災害を教訓に、
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災害に強いまちづくりに取り組んでまいります。安全テラスセンター２４を始めとした、

２４時間、まちの安全・安心を見守る体制を推進し、防災・減災の啓発・普及活動、防

災教育等を通じて、災害に強いひとづくりに努めてまいります。 

   また、民間木造住宅耐震改修費補助を始めとした耐震化促進に向けた各種の補助制度

を推進し、被害を最小限に抑えてまいります。 

   交通安全施策につきましては、地域や企業の皆さんの協力を得て、四季の交通安全運

動とともに、歩行者と運転手の交通マナー向上を目指し、「止まってくれて、ありがと

う！」をスローガンに掲げ、交通安全啓発活動を展開してまいります。近年多発する自

転車での交通事故に対しては、全年齢対象のヘルメット購入費補助制度を実施し、継続

して事故防止と被害軽減を図ります。また、通学路交通安全プログラムによる通学路の

安全点検を引き続き実施し、子どもたちの安全の確保に努めてまいります。 

   防犯対策につきましては、警察、地域、学校、防犯ボランティア等の関係団体との連

携を強化し、効果的な啓発活動を行ってまいります。また、全国的に多発している特殊

詐欺被害に対し、電話機への特殊詐欺対策装置の普及を目的とした補助金制度を継続す

るなど、高齢者を狙った特殊詐欺被害の未然防止に努めます。 

   消費生活の安定向上につきましては、インターネットやＳＮＳの普及による多岐にわ

たる消費者トラブルに対しまして、引き続き相談体制の充実と未然防止に向けた啓発に

努めてまいります。 

   現在策定中の第７次幸田町総合計画において、まちの将来像を描き、未来を見据えた

まちづくりを進めていくとともに、三ヶ根駅のバリアフリー化の推進及び三ヶ根駅周辺

のまちづくりを引き続き調査・研究してまいります。 

   便利で快適な生活をする上で、道路・公共交通・公園・区画整理・上下水道等の生活

基盤の整備充実は、まちづくりの基本となるものであります。 

   道路整備につきましては、町民の生活に密着した集落内道路の整備を実施するととも

に、橋梁点検を引き続き実施し、適正な橋梁の管理に努めてまいります。また、愛知県

が実施する拾石川と広田川の改修及び菱池遊水地事業等の推進を図り、河川の安全性の

向上に努めてまいります。 

   公共交通対策につきましては、都市交通マスタープランや地域公共交通計画に基づき、

町民の重要な交通手段として、コミュニティバス（えこたんバス）、「藤田医科大学岡

崎医療センター」への藤田乗合直行タクシー、地域から町内の各施設へ気軽に出かけら

れるようにするためのデマンド型交通（乗合タクシー）チョイソコこうたに加え、タク

シーの公共交通としての役割等も踏まえ、総合的な再編に向けて引き続き検討してまい

ります。また、自動走行やＡＩ、ＩｏＴ等の新技術の活用についても検討をしてまいり

ます。誰もが気軽に利用できる移動手段の確保とその持続について検討するとともに、

利用サービスの向上に努めてまいります。 

   都市公園につきましては、適正な維持管理に努めるとともに、幸田中央公園の再整備、

老朽化している公園施設の改修・更新に取り組んでまいります。 

   土地区画整理事業につきましては、新規地区である荻谷地区の事業化を進めてまいり

ます。 
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   安全安心なまちづくりと住環境の整備を進める上で、上下水道は、町民の日常生活に

密着した重要度の高いインフラであります。 

   上水道につきましては、配水管等の水道施設の老朽化に対して、中長期的な計画に基

づいた整備・更新を着実に進め、安全、強靱、持続可能な水の安定供給に努めてまいり

ます。 

   下水道事業につきましては、良好な住環境を保全し続けるため、健全で持続可能な下

水道経営を目指し、効率的に汚水処理を行うため、農業集落排水を公共下水道に接続す

る事業に継続して取り組んでまいります。 

   農業や地域の安全を守る防災・減災事業として、排水機場の更新や、ため池の耐震改

修を県営土地改良事業により進めてまいります。 

   国営矢作川総合地区により造成された南部幹線水路において、ＦＲＰＭ管の漏水事故

が多発していることを受け、今後も同様の漏水事故が発生する可能性の高い区間を対象

とし、国が事業主体となり農水管の復旧工事を進めてまいります。 

   消防・救急体制につきましては、災害対応の最前線とも言える岡崎幸田消防指令セン

ターのシステム機器が令和９年に１０年を経過するに当たり、指令管制業務のさらなる

向上と大規模災害時の相互応援体制の強化を図るため、更新整備を行ってまいります。

また、無人航空機を活用し災害の早期終息及び公務災害の発生を抑制するとともに、引

き続き運用可能な人材の育成を行ってまいります。あわせて、消防整備基本計画に基づ

く消防車両等の整備と安全運転管理や、近年の少子高齢化等の影響を受け増加著しい救

急出場に対処するために、消防本部の人員体制の強化と救急救命士をはじめ各種専門教

育の実施により質の高い現場活動を継続してまいります。増加傾向にある火災に対しま

しては、ＳＮＳを活用した火災予防運動の推進強化及び署員の火災防御能力の向上に努

めてまいります。 

   歴史ある幸田町消防団につきましては、消火活動の練度を上げ、機械器具点検及び訓

練を通じて知識と技術の向上に努めてまいります。近年、消防団詰所における窃盗及び

建造物侵入の犯罪が全国的に発生していることから、全詰所に防犯カメラを設置し、い

ざというときの活動に支障が出ないよう、防犯対策を進めてまいります。 

   第２に、環境 自然豊かに美しく 

   地球温暖化やＳＤＧｓの目標達成、循環型社会の構築などは地球全体の課題であると

同時に、地域全体で取り組まなければならない喫緊の課題でもあります。これらの課題

の解決のためには、住民である私たち一人一人の行動変容が求められています。 

   令和５年３月に策定された「第２次幸田町環境基本計画」の目標達成に向けて「私が

つくる四季とふれあう美しいまち」をスローガンに本町における環境の保全と創造に関

する施策を積極的に展開してまいります。 

   地球温暖化対策としましては、２０５０年までにカーボンニュートラルを目指すとい

う国の方針のもと、本町においても２０５０年を目途に温室効果ガスの排出を実質ゼロ

にする「幸田町ゼロカーボンシティ」の実現に向けた取組を継続的に進めてまいります。 

   具体的な取組としましては、一般家庭向けの新エネルギーシステム導入に対する補助

として、愛知県と協調し、年々需要が高まっている蓄電池への補助金額への拡充を図り



- 13 - 

ます。また、公共施設における再生可能エネルギーの計画的な導入を進めるため、令和

６年度において再生可能エネルギーの導入可能性調査を実施しました。その調査結果を

踏まえ、本町の「地球温暖化対策実行計画（事務事業編）」の見直しを行い、本町の実

情に適した公共施設への再生可能エネルギーの導入方法を検討してまいります。 

   不法投棄対策としましては、ごみステーションにおける不適切排出や林道等の不法投

棄の抑止のため、クリーンパトロール活動の強化、ごみ出しマナー向上カメラの設置、

ごみ出しルールの徹底などを継続して努めてまいります。 

   ごみ問題への対応につきましては、「食品ロス削減推進計画」に基づき、フードドラ

イブを始めとした食品ロス削減のための取組を充実させながら、プラスチック類の分別

啓発を進め、今後もさらなるごみの減量化・資源化を推進します。ペットボトル及びマ

ットレスの水平リサイクルを広く進め、質の高いリサイクルによる循環型社会の形成を

推進してまいります。岡崎、西尾、幸田の２市１町で協議を進めております広域ごみ処

理施設の建設につきましては、両市と引き続き連携し、令和１２年度の供用開始を目標

に進めてまいります。 

   また、本町は、令和６年５月にＳＤＧs未来都市に選定されました。ＳＤＧsの推進の

ため、令和６年８月に策定した「ＳＤＧs未来都市計画」における様々な取組を進める

とともに、ＳＤＧsの目標達成に向けた普及啓発と情報発信にも引き続き取り組んでま

いります。 

   第３に、産業振興 幸田から全国へ世界へ 

   農業を取り巻く環境は、担い手の減少や高齢化に加え、近年の資材費等の高騰、各種

物流の輸送コスト問題等により厳しい状況が依然として続いております。そのような中

でも、農業者が将来に向けて効率的かつ安定的な経営に取り組めるよう支援を行ってま

いります。 

   近年の農地関連法の改正に伴い、農地に対する意識や考え方も変化しております。そ

れに伴い、将来を見据えた土地利用や整備についても検討してまいります。また、農業

経営基盤強化法による農地集積や、農地中間管理事業にも引き続き取り組み、農地の効

率的、有効的活用、荒廃農地の防止を支援してまいります。さらに、新規就農者支援や

担い手育成についても、町・ＪＡ・地域等が一体となって農業振興を推進してまいりま

す。また、特産なす産地支援事業として、特産である、なすの産地活性化のために必要

な支援を行うとともに、特産筆柿産地支援事業として非農家への筆柿栽培体験活動も引

き続き実施してまいります。 

   特産物の販売促進につきましては、食育・地産地消事業を推進するとともに、産業ま

つりなどのイベントにおける、特産物の宣伝やＰＲの実施、安全で安心な農産物の提供、

そして産地ブランドの確立に努めてまいります。 

   道の駅「筆柿の里・幸田」につきましては、国道２３号に接続している立地条件を生

かし、町内外から地域振興施設を訪れる方々に、四季を通じて出荷される地域の特産農

作物や加工品を提供していきます。また、情報発信の拠点施設として、地域の文化、歴

史、名所や特産物等、幅広い分野で本町の魅力を発信していくとともに、利用者に快適

な休憩と多様で質の高いサービスを提供し、災害時には防災機能を発揮できる施設とし
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ての取組も行ってまいります。 

   鳥獣害対策につきましては、国の補助事業で設置した柵の維持管理を地域組織の協力

を得て実施してまいります。また、農作物被害を防止するための個々の侵入防止対策補

助やイノシシ等の捕獲等の事業につきましても引き続き粘り強く実施してまいります。 

   畜産振興につきましては、ＣＳＦ（豚熱）を始めとした家畜伝染病に対する防疫体制

整備等、各種事業の実施に努めてまいります。 

   農業・農村が持つ多面的機能を発揮するための地域活動や施設等の長寿命化を図る対

策として、多面的機能支払交付金制度を引き続き実施し、農業、農村環境の整備及び農

業基盤の保全を図ってまいります。 

   林業の振興につきましては、林道の維持補修の継続や林道須美南山１号線の整備、森

林経営管理制度の取組を進めるとともに、森林サービス産業により健康、教育等といっ

た多様な分野で本町の豊かな自然環境資源を生かした新たな産業を生み出すことが期待

できるものとして、幸田町森林サービス産業推進協議会と協力し、地域交流や健康づく

り、町民が健康的で幸福感の味わえる拠点となり得る里山づくりを進めてまいります。 

   商工振興につきましては、金融機関への小規模企業等振興資金の預託や中小企業等へ

の信用保証料補助を継続してまいります。また、本町で創業を目指す新規事業者に対し、

商工会や金融機関と連携して支援するとともに、中小企業への新たな支援についても実

施してまいります。 

   地元商工業者の活性化の推進につきましては、特産物を活用し開発したグルメ新メニ

ューの商品化や販路拡大等を支援し、各種イベントでの出展ＰＲ等に努めてまいります。 

   観光につきましては、幸田町の自然豊かな環境、その自然を生かした観光イベントの

宣伝等に努めてまいります。また、本町のさらなる知名度アップや誘客の向上を目的と

して、ロケツーリズム事業を推進し、ドラマや映画のロケ誘致等に取り組み、同時にお

もてなしロケ弁を始め、地元の特産物を活用した幸田町ＰＲ活動についても、積極的に

取り組んでまいります。新たに発足した幸田フィルムズ推進協議会やロケの街広域観光

推進協議会と協力し幸田町のロケ地としての魅力向上を図るとともに、シビックプライ

ドの醸成を図ってまいります。 

   企業立地につきましては、幸田ものづくり研究センターで実施しているデジタル推進

事業や改善リーダー育成スクール事業等を通じて、ものづくり人材の育成を進めてまい

ります。ものづくりのまちとして子どもたちが楽しく学び、豊かな創造力を育めるよう、

少年少女発明クラブの補助を引き続き行い、本町の将来を担う子どもたちの育成に力を

注いでまいります。また、令和８年度完了予定となっている幸田須美地区工業団地造成

事業を、引き続き愛知県企業庁と進めるとともに、新たな工業団地の開発を推進し積極

的に企業誘致に努め、地域の特性を生かした新産業と雇用の創出を目指してまいります。

そのほか、拡大工業地区における民間開発事業においても、迅速に企業立地が進むよう、

積極的に支援を行ってまいります。 

   幸田町まち・ひと・しごと創生総合戦略の推進につきましては、第２期総合戦略のも

と、スローガンである『幸田町の体力（産業力）増進と魅力発信により、第３子が安心

して産める「なめらかなまちづくり」』の実現に向け取り組んでまいります。 
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   第４に、健康・福祉 お年寄りまでみんなが元気 

   予防接種事業につきましては、感染症及び疾病予防のため、子ども、高齢者の定期予

防接種を実施し、任意接種の接種費用の一部助成を行ってまいります。 

   救急医療対策につきましては、本町における救急医療体制の確保のため、第一次・第

二次救急医療を担う医療機関に対し、運営や整備に係る費用等を対象に補助を継続して

まいります。 

   健康の町推進事業につきましては、「幸せな楽しいくらしはまず健康」を基本理念に

「第３次健康こうた２１計画」に基づき、誰一人取り残さない健康づくりの展開とより

実効性を持つ取組の推進を図ります。 

   健康増進事業につきましては、人間ドック・住民健診、がん検診を推進し、受診率向

上のため、受診勧奨を実施してまいります。また、歯周疾患検診や口腔がん検診など口

腔から健康維持・増進に努めてまいります。 

   母子保健事業につきましては、母子健康手帳の交付を始め、妊産婦健診・乳幼児健診、

各種相談、訪問事業を継続してまいります。また、妊産期から子育て期にわたる切れ目

のない支援として、国が令和４年度の補正予算で事業化した「出産・子育て応援交付金」

は、令和７年４月１日から法制度化され、「妊婦等包括相談支援事業」と「妊婦のため

の支援給付」に名称が変更されます。国の支援給付金と町独自の健やかお祝い金を交付

し、妊婦・子育て世帯等への経済的支援を行ってまいります。 

   保健センター管理運営事業につきましては、計画的な修繕等を行い、安心して使用で

きる施設整備に努めてまいります。 

   児童福祉につきましては、令和７年度から５年間の本町の取組や施策を定めた「第３

期幸田町子ども・子育て支援事業計画」に沿って、子どもや子育てに関わるサービスの

充実や施設の整備等に努めてまいります。その一つといたしまして、保護者が常時在宅

で子育てを行う在宅子育て家庭を経済的に支援し、孤立防止や密室育児のリスク解消を

図るための給付事業を実施してまいります。また、子育て世帯の家事に係る負担軽減を

図るため、引き続き子育て応援・家事サポート事業を進めてまいります。 

   保育料につきましては、現在、１８歳未満の子どもを３人以上養育する世帯において、

第三子以降の園児の保育料を無料化していますが、県の事業拡大に伴い、対象を第２子

以降に拡大してまいります。給食費につきましては、子育て世帯の家計負担の軽減を図

るため、前年度同様、町立保育園、認定こども園、幼稚園等の給食主食費無償化を進め

てまいります。また、引き続き、坂崎保育園の大規模改修工事を行うことにより施設の

長寿命化を図ります。 

   子ども会につきましては、町村合併７０周年事業でつながりができた実業団チームの

試合観戦イベントを企画、実施することによって、子ども会活動の推進を図ってまいり

ます。 

   障がい者及び障がい児福祉につきましては、その人の持つ能力や適性に応じ、障がい

の有無にかかわらず、住み慣れた地域で元気に暮らすことができることを将来目標像と

する、第５次幸田町障がい者計画、第７期幸田町障がい福祉計画及び第３期幸田町障が

い児福祉計画を策定しました。計画に基づき、福祉サービスの充実を図ってまいります。 
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   発達に心配のある子に対しましては、相談、医療及び支援を総合的に提供していくた

め、岡崎市こども発達センターと連携したサービス提供に努めてまいります。 

   障がい者の就労につきましては、農業分野での就労を通じ、自信や生きがいを持って

社会参画ができるよう、農福連携を推進してまいります。 

   高齢者福祉につきましては、第９期高齢者福祉計画及び介護保険事業計画に基づき、

地域包括支援センターを地域介護の中核拠点として、高齢者の尊厳の保持と自立生活の

支援、要介護状態の重度化防止のための体制づくりとして、町内３か所の地域包括支援

センターが様々な支援を行うことにより、可能な限り住み慣れた地域で安心して暮らせ

るよう、地域包括ケアシステムの構築及び深化に向けた事業展開の充実に努めてまいり

ます。また、認知症高齢者の早期診断・早期対応、賠償責任リスクに備えた支援体制の

活用を進めるとともに、見守りネットワークの協力事業者や地域住民と協同し、見守り

事業を推進してまいります。藤田医科大学共同実施事業及び高齢者の保健事業と介護予

防の一体的な実施事業を実施し、保健・医療・介護を連携させ、高齢者の健康寿命の延

伸と生活の質の向上を目指してまいります。 

   将来、人口減少が進み、社会資源や行政の人的資源も減少することが想定される中、

地域の高齢や障がい、困窮、虐待などの複雑化・複合化した課題を抱える人に支援する

ため、庁内で支援体制を構築し重層的支援体制整備事業を進めております。 

   長嶺北部地区福祉医療ゾーン整備事業につきましては、町の地域包括ケアシステムの

基盤を整備し、地域共生社会の推進につなげるため、介護老人保健施設の誘致とともに、

地域生活支援拠点整備等の充実を図るため「愛厚藤川の里」の移転整備を推進しており

ます。 

   大草広野地区では、高齢者・障がい者福祉、子どもの発達支援など、総合的な福祉施

策の推進を目指し、取得した倉庫等施設の改修に取りかかります。 

   幸田町シニア・シルバー世代サポートセンターを活用し、働きたい、活躍したい高年

齢者の方々のニーズ調査と、知識や技術等のスキルアップの機会を設け、企業や地域と

のマッチング、活躍できる場づくりなど、高年齢者の方々が地域や社会とつながり生き

がいを持って活躍できるまちを目指すとともに、就労やボランティア活動等を通して

「社会とのつながりを切らさない暮らし・働き」や「高年齢者の健康維持・介護予防と

しての健康づくり」によって生涯活躍ができるウェルビーイングのまちづくりを目指し

ます。 

   福祉医療につきましては、高校生世代までの子ども、母子家庭等、障がい者、後期高

齢者の福祉医療による給付の支援を行い、安心して医療が受けられるよう引き続き努力

してまいります。 

   第５に、教育・文化 きたえよう！こころとからだ 

   学校教育につきましては、未来を担う子どもたちが、これからの社会を力強く生き抜

くために、豊かな心と確かな学力、丈夫な体をバランスよく鍛えるための環境を整え、

「心身ともに健やかな子どもたちの育成」を目指し、各学校が創意工夫に努め、特色あ

る教育、地域と連携した学校づくりを進めてまいります。 

   日本語指導、授業担当教員及び介助補助職員などを配置し、子どもたちへの学習支援
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の充実を図るとともに、スクールサポートスタッフ、教員補助員などの配置及び休日に

おける中学校部活動の地域連携に向けた部活動外部指導員の配置を進め、教員への支援

を図り、きめ細やかな対応に努めてまいります。 

   経済的な理由により就学が困難な児童生徒に対する就学援助制度と、障がいのある児

童生徒に対する、特別支援教育就学奨励制度では、給食費や学用品費等を支給すること

で、本町の子どもの就学援助をさらに進めてまいります。 

   近年、全国的にも本町においても不登校傾向にある子どもたちが増加しており、家庭

環境問題に対し子どもたちや保護者を支えるため、スクールソーシャルワーカーの活用

や教育相談室の充実を図り、子どもの居場所づくりにも努めてまいります。 

   給食センターの運営につきましては、行事食、郷土食を取り入れた魅力ある献立の作

成に心がけ、地産地消の推進、衛生管理の徹底を図ります。また、ボイラー機器更新な

ど、経年劣化の進む設備の更新を計画的に進めるなどし、安全安心でおいしい給食を提

供できるように努めてまいります。 

   生涯学習につきましては、学ぶ喜び、成長する喜びが小さなお子さんからお年寄りま

であらゆる世代の方たちに広がるよう、学習の場と機会を提供していくことにより、学

習意欲が向上し、そして健康で心豊かに生きがいのある人生を送り、夢と活気にあふれ

る地域社会の原動力となるよう事業を推進してまいります。 

   本町を代表するイベントであります夏の「こうた夏まつり」や、冬の「こうた凧揚げ

まつり」などのライフサークル事業を中心に「心豊かで笑いと楽しさあふれる町づくり

運動」を推進し、人と人とのつながり・親睦が深められるよう努めてまいります。 

   文化財の保護・活用につきましては、所有者と連携しながら、町内の文化財の保護に

努めてまいります。また、国史跡島原藩主深溝松平家墓所の保存・整備を引き続き計画

的に進めるとともに、他市町との交流を深める取組を通して、歴史と文化の交流を継続

してまいります。 

   文化の中心拠点となっているハッピネス・ヒル・幸田や生涯学習の拠点となる中央公

民館、さくら会館を始めとする社会教育施設につきましては、町民のふれあいの場とし

て、そして本町で多くの人が文化芸術にふれることができるよう諸施策を推進するとと

もに、快適で安心して利用できる施設となるよう管理運営に努めてまいります。特に、

本町の象徴的な施設とも言える町民会館及び図書館につきましては、開館から２５年以

上が経過し、施設はもとより設備の老朽化も進んでいることから、各所施設の長寿命化

を図るための改修工事を、引き続き計画的に取り組んでまいります。 

   スポーツ振興につきましては、スポーツ協会及びスポーツ推進委員の連携を図り、ス

ポーツイベントやスポーツ教室を開催し、町民がスポーツを通して、心と体の健康増進

ができる機会づくりに努めてまいります。また、幸田町民プール、運動場、その他の社

会体育施設につきましては、利用者が安全安心にスポーツができる環境整備に努めてま

いります。 

   第６に、協働・参画 みんなのちからで続くまち 

   町民の皆様とともに、将来に渡り持続可能なまちづくりを進めていくためには、限り

ある財源の中で施策の優先順位を考え、最少の経費で最大の効果をあげられるよう取り
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組んでいかなければなりません。 

   普通建設事業につきましては、その指針となる第６次幸田町総合計画の実施計画によ

り進めてまいります。将来を見据えた事業は、時機を逸することなく、かつ、確実に実

行することが重要であるため、各事業の実施に当たっては、補助金その他の財源の積極

的な確保に努めてまいります。 

   ふるさと納税につきましては、幸田の魅力発信との相乗による効果的な事業達成を推

進してまいります。基金の繰入れや起債の扱いについては、後年度負担を慎重に検討し

た上で、計画的に運用してまいります。 

   公共施設の管理運営におきましては、施設の安定的な存立基盤の確保とともに、将来

に渡る財政負担の軽減を図るため、借地の解消に鋭意取り組んでまいります。また、役

場庁舎につきましては、長寿命化を見据えた改修等を計画的に行い、安心して快適に御

利用いただける庁舎環境の整備を図ってまいります。公用自動車につきましては、財政

状況や更新基準を踏まえて、環境と安全に配慮した計画的な更新に努めてまいります。 

   男女共同参画の推進につきましては、令和６年度にスタートした第３次男女共同参画

推進プランに基づき、多様性を尊重し、誰もが活躍できる社会づくりを進めてまいりま

す。 

   地域活動の推進につきましては、地域のコミュニティ活動の充実を図るため、活動費

及び活動の拠点となる施設の維持・修繕等に対する補助を引き続き行ってまいります。 

   多文化共生の推進につきましては、多文化共生拠点施設を活用し、多言語対応のほか、

やさしい日本語の普及に努め、外国籍町民にも住みやすいまちづくりを進めてまいりま

す。 

   広域行政の推進につきましては、消防指令業務の共同運用や斎場等の運営を始め、近

隣市と積極的に協力体制を整え、住民サービスの向上に向けた広域的連携に努めてまい

ります。 

   また、姉妹都市の島原市との友好交流を推進するとともに、平成２４年に災害時にお

ける相互支援に関する協定を締結した長野県箕輪町とさらなる理解と友好を深め、両町

の繁栄に寄与することを目的とする姉妹都市の協定締結を進めてまいります。その他、

町内外に本町の魅力を発信するプロモーション活動に取り組んでまいります。 

   情報発信と管理、住民の行政手続などにつきましては、従来からの広報誌やホームペ

ージを見やすくすることに加え、ＬＩＮＥ等のＳＮＳの活用に力を入れてまいります。

また、国が発出した「自治体ＤＸ推進計画」や令和５年度に策定した本町のＤＸを推進

していくための方針である「ＤＸ推進方針」に基づき「町民の暮らしのためのＤＸ」、

「地域の課題解決と経済活性化のためのＤＸ」、「持続可能な行政運営のためのＤＸ」

の３つの柱を中心に、本町のデジタル化を推進していきます。また議会運営においても、

前年度から導入したタブレット端末を本会議など幅広く活用してまいります。 

   ＤＸを推進するために、デジタル人材、ＤＸ推進リーダーの育成を図るとともに、Ｄ

Ｘを活用することで、業務改善を着実に推進し、町民の利便性向上や職員の働き方改革

につなげることを確保します。また、情報漏えい等の対策として引き続き強固なセキュ

リティ対策に取り組んでまいります。 
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   住民窓口サービスにつきましては、ワンストップサービスの実施により役場での滞在

時間の短縮に努めておりますが、役場に赴かなくても手軽に住民票等の証明書を取得で

きるコンビニ交付サービス並びにその発行手数料の減額などを含めて町民の利便性の向

上を図ってまいります。 

   効率的で健全な行財政につきましては、第１３次行政改革大綱に基づき、計画的に行

財政の効果的かつ合理的運営に取り組むとともに、住民サービスのさらなる向上に努め、

ＤＸによる業務改革、行政手続のオンライン化等を推進してまいります。組織体制につ

きましては、重点施策に対して適正な人員配置を優先しつつ、職員の健康に配慮するよ

う努めます。また、多種多様化する行政需要に対処するため、国・県等へ職員を派遣す

るとともに、研修事業を充実させ、職員の資質向上を図ります。 

   以上、予算の大要と施政方針につきまして、私の所信の一端を述べさせていただきま

した。 

   幸田町が活力あるまちの継続を目指し、「もっと輝く幸田を、みんなで」の実現に向

けて、全職員一丸となって取り組んでまいる所存でありますので、よろしくお願い申し

上げます。 

   最後になりますが、本定例会に提案いたしました全ての議案が円滑に審議され、御可

決承認賜りますようお願い申し上げ、令和７年度の予算の大要と施政方針といたします。 

   ありがとうございました。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（藤江 徹君） ここで、１０分間の休憩といたします。 

                             休憩 午前１０時１０分 

─────────────── 

                             再開 午前１０時２０分 

○議長（藤江 徹君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

──────────────○─────────────── 

  日程第５ 

○議長（藤江 徹君） 日程第５、第２号議案 幸田町教育委員会の委員の任命についてを

議題といたします。 

   朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 第２号議案 幸田町教育委員会の委員の任命についてであります。 

   議案関係資料は、１ページ及び２ページでありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条の規定

により、任命されている壁谷昭代委員が、令和７年３月３１日をもって任期満了になる

ことに伴い、その後任の委員を任命する必要があるからであります。 

   議案書２ページを御覧ください。 

   住所及び生年月日につきましては、記載のとおりでございますが、浅井幸子氏、５２

歳を任命いたしたく、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４条第２項の規定に
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より、議会の同意を求めるものであります。 

   任期は、令和７年４月１日から４年間であります。 

   浅井氏につきましては、専門学校を卒業し、町内の旅行センターに勤められ、その後

子育て期間を経て、現在は幸田町内及び蒲郡市内の幼稚園において体育教室補助員とし

て勤務し、スポーツの推進に積極的に取り組まれているほか、過去には、学区の女性の

会会長及びスポーツ推進委員も務められ、地域活動にも積極的に取り組んでおられます。 

   お人柄も高潔にして温厚であり、本町の学校教育・生涯学習、そして子育て支援につ

いて忌憚のない御意見をいただき、今後の教育行政推進に誠心誠意取り組んでいただけ

る方として、適任者であると考えております。 

   以上、人事議案につきまして、提案の理由を説明させていただきました。 

   御審議の上、御同意を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（藤江 徹君） 提案理由の説明は終わりました。 

   これから、質疑を行います。 

   質疑の方法は、会議規則第５５条及び第５６条の規定により、１５分以内とし、質疑

の回数制限は行いませんので、よろしくお願いいたします。 

   理事者の答弁時間の制限はありませんが、議員の発言時間の制限に鑑み、簡明なる答

弁をお願いいたします。 

   第２号議案 幸田町教育委員の委員の任命についての質疑を許します。 

   ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） 質疑なしと認め、以上で第２号議案の質疑を打ち切ります。 

   これをもって、質疑を終結いたします。 

   ここで、委員会付託の省略についてお諮りします。 

   ただいま議題となっております議案を、会議規則第３９条第３項の規定により、委員

会への付託を省略することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（藤江 徹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、ただいま議題となっております議案は、委員会への付託を省略すること

に決定いたしました。 

   これから、ただいま議題となっております第２号議案について討論に入ります。 

   まず、原案に反対者の発言を許します。 

   反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） 反対討論なしと認め、反対討論を打ち切ります。 

   次に、原案に賛成者の発言を許します。 

   賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） 賛成討論なしと認め、賛成討論を打ち切ります。 
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   これをもって、討論を終結いたします。 

   これから、採決いたします。 

   採決の方法は、起立により行います。 

   第２号議案 幸田町教育委員会の委員の任命についてを原案どおり同意することに賛

成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（藤江 徹君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第２号議案は、原案どおり同意することに決しました。 

   ここで、暫時休憩といたします。 

                             休憩 午前１０時２４分 

─────────────── 

                             再開 午前１０時２７分 

○議長（藤江 徹君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

──────────────○─────────────── 

  日程第６ 

○議長（藤江 徹君） 日程第６、第２２号議案から第２５号議案までの４件を一括議題と

いたします。 

   朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） 続きまして、補正予算関係につきまして説明をさせていただきます。 

   別冊となっております補正予算関係を御覧ください。 

   補正予算関係につきましては、第２２号議案から第２５号議案までの４件であります。 

   初めに、第２２号議案 令和６年度幸田町一般会計補正予算（第７号）についてであ

ります。 

   補正予算書５ページをお開きください。 

   議案関係資料は、１０５ページから１２１ページまででありますので、併せて御覧く

ださい。 

   第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ５億８,７３５万円

を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２０９億８,６３４万９,０００円

とするものであります。 

   第２条、繰越明許費の補正につきましては、１２ページを御覧いただきたいと思いま

す。 

   第２表、繰越明許費補正のとおり、全３事業につきまして、繰越明許費の追加をお願

いするものであります。 

   初めに、２０款民生費、接触ばっ気槽漏水改修事業であります。この事業は、障害者

地域活動支援センターの浄化槽のひび割れから汚水が外部へ染み出ていることが点検の

際に確認されたことを受けまして、早急に対処を行うものとして、令和６年度第４回幸
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田町議会定例会にて補正予算をお認めいただいたものでありますが、事業の実施に当た

り、改めて現場の状況等を精査したところ、予算額に不足が生じ、着手が後ろ倒しとな

り、年度内の事業完了が見込めなくなりましたことから、３０８万円を限度額として、

繰越しを行うものであります。 

   ４５款土木費につきましては、初めに町道野場横落線道路改良事業であります。 

   本事業は、本路線の拡幅用地において、愛知県により行われております農業用用水管

埋設工事が完了した後に着手する予定をしていたものでありますが、農業用用水管埋設

工事の予算の増額に伴う工事の追加発注により、事業の完了が令和７年２月に延伸され

たことから、年度内の事業完了が見込めなくなりましたことから、１億円を限度額とし

て繰越しを行うものであります。 

   次に、御桜橋修繕事業であります。 

   本橋梁は愛知県の管理する一級河川尾浜川にかかっておりますが、年度内に完了予定

でありました塗装工事において、河川内に仮設足場を設置する必要があることから、愛

知県に河川占用の許可申請を行っておりましたが、調整に時間を要し、工事について年

度内の事業完了が見込めなくなりましたことから、４,３００万円を限度額として繰越

しを行うものであります。 

   第３条、地方債の補正につきましては、第３表 地方債補正のとおり、地方債の変更

を行うものであります。 

   初めに、県営防災ダム事業につきましては、愛知県が事業主体として実施する農業用

ため池の耐震化対策工事等について、幸田町が愛知県に対して負担金を支出するもので

ありますが、国の令和６年度補正予算に伴い、この負担金の割合額に増額があったため、

これに係る財源措置として当初予算で１,８４０万円としておりました限度額に２,４８

０万円を追加し、限度額を４,３２０万円とする地方債として変更するものであります。 

   次に、県営たん水防除事業につきましては、県営防災ダム事業と同様に、愛知県が事

業主体として実施する排水機場の建て替え工事等について、幸田町が愛知県に対して負

担金を支出するものであります。こちらも国の令和６年度補正予算に伴いまして、この

負担金の割合額に増額がありましたが、本年度の歳出事業費により、当初予算で７,６

７０万円としておりました限度額を６６０万円減額し、７,０１０万円とする地方債と

して変更するものであります。 

   以下、橋梁改修工事で４,５００万円としておりました起債の限度額を１,４５０万円

減額して３,０５０万円に、交通安全施設整備事業で２,６８０万円としておりました起

債の限度額を１,３５０万円減額して１,３３０万円に、仲田アンダーパス自動閉鎖機設

置事業で１,６２０万円としておりました起債の限度額を２７０万円減額して１,３５０

万円に、消防用自動車整備事業で２,１００万円としておりました起債の限度額を１０

０万円減額して２,０００万円に、深溝小学校校舎増築事業で１億３,７２０万円として

おりました起債の限度額を５７０万円減額して１億３,１５０万円に、中学校体育館空

調整備事業で１億４,９８０万円としておりました起債の限度額を３,１８０万円減額し

て１億１,８００万円にそれぞれ変更するものであります。これらにつきましては、町

債を財源として予定しておりました各事業が完了し、又は完了の見込みが立ったことに
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よりまして、不用となる金額を減額するものであります。 

   それでは、補正内容の説明をさせていただきます。 

   初めに、歳入の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書は１８ページからであります。 

   ５５款国庫支出金、１０項国庫負担金につきましては、１０目民生費国庫負担金にお

きまして、初めに、社会福祉費負担金でありますが、令和６年度事業の確定によりまし

て、国民健康保険税の軽減等に伴う国庫負担分として交付を受けます、国民健康保険基

盤安定負担金及び未就学児均等割保険料負担金をそれぞれ減額し、産前産後保険料負担

金を追加するものであります。 

   また、令和５年度障害者自立支援給付費等負担金の確定を受けまして、過年度分障害

者自立支援給付費等負担金を追加するものであります。 

   次に、児童福祉費負担金でありますが、歳出事業費の確定見込みにより、児童手当負

担金を追加し、子育てのための施設等利用給付交付金を減額するものであります。 

   １９目消防費国庫負担金につきましては、令和５年度緊急消防援助隊活動費負担金の

確定を受けまして、緊急消防援助隊活動費負担金を追加するものであります。 

   １５項国庫補助金、１０目民生費国庫補助金におきましては、デジタル田園都市国家

構想交付金でありますが、歳出事業費の確定見込みによりまして減額するものでありま

す。 

   １５目衛生費国庫補助金におきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、出

産・子育て応援交付金を減額するものであります。 

   ２５目土木費国庫補助金におきましては、初めに、道路橋梁費補助金における社会資

本整備総合交付金でありますが、道路新設改良事業等における本年度の交付決定状況を

精査しまして、減額するものであります。また、道路更新防災等対策事業費補助金であ

りますが、同様に、当該補助金の決定通知により減額するものであります。 

   次に、都市計画費補助金における社会資本整備総合交付につきましては、当該交付金

の対象となります、住宅管理一般事業における耐震改修関連補助の申請状況が当初見込

みを下回る見通しでありまして、減額するものであります。 

   ６０款県支出金、１０項県負担金につきましては、先ほどの５５款国庫支出金、１０

項国庫負担金と同様に、社会福祉費負担金でありますが、令和６年度事業の確定により

まして、国民健康保険税の減税等に伴う県負担分として交付を受けます、国民健康保険

基盤安定負担金及び未就学児均等割保険料負担金をそれぞれ減額し、産前産後保育料負

担金を追加するものであります。 

   また、令和５年度障害者自立支援給付費等負担金の確定を受けまして、過年度分障害

者自立支援給付費等負担金を追加するものであります。 

   次に、児童福祉費負担金でありますが、歳出事業費の確定見込みにより、児童手当負

担金及び子育て支援施設等利用給付費負担金をそれぞれ減額するものであります。 

   １５款県補助金、１０目総務費県補助金におきましては、歳出事業費の確定見込みに

より、自転車乗車用ヘルメット着用促進事業費補助金を減額するものであります。 

   １５目民生費県補助金におきましては、愛知県が事業主体として実施する物価高騰の
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影響を受けながらも福祉サービスの安定的な提供を継続している私立保育園等に食糧費

の高騰分を補助するもので、幸田町が私立保育園等に対して補助金を支出するものであ

りますが、国の令和６年度補正予算に伴いまして、これに係る財源措置として、保育所

等給食費軽減対策事業費補助金を新規計上するものであります。 

   補正予算説明書は２０ページを御覧ください。 

   ２０目衛生費県補助金におきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、出産

子育て応援事業費交付金を減額するものであります。 

   ２５目農林水産業費県補助金におきましては、申請状況によりまして、経営体育成支

援事業交付金及び経営開始資金をそれぞれ減額するものであります。 

   ３５目土木費県補助金におきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、道路

橋梁改良費補助金を減額するものであります。 

   また、住宅管理一般事業における耐震改修関連補助金の申請状況が当初見込みを下回

る見込みでありまして、住宅・建築物安全ストック形成事業費補助金及び空き家等対策

推進事業費補助金を、それぞれ減額するものであります。 

   ４０目消防費県補助金におきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、南海

トラフ地震等対策事業費補助金を減額するものであります。 

   ４５目教育費県補助金におきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、私立

幼稚園授業料等軽減補助金を減額するものであります。 

   ６５款財産収入におきましては、企業立地促進基金利子を減額するものであります。

これは本年度におきまして、基金への積立金がなかったことから減額するものでありま

す。 

   ７０款寄附金、１０項寄附金、１０目総務費寄附金につきましては、総務管理費寄附

金であります。 

   これは、第４号議案 幸田町若者奨学基金条例の制定についてでも説明がありました

が、寄附者より世界を目指す海外留学や国内における大学進学を行う若者の学問を奨励

することを目的として頂きました寄附金及び３団体様より町村合併７０周年記念事業を

支援するために頂きました寄附金を追加するものであります。 

   次に、ふるさと寄附金を減額するものであります。 

   ４月から１２月までの間における寄附金額を集計しましたところ、２２億７,９００

万円余りの実績となりました。この実績を踏まえて、本年度に収入する見込額を再検討

しましたところ、当初予算に計上しております３０億円を望むまでは厳しい状況であり

まして、実績に伴う２５億５,０００万円を今年度の歳入予算額として整理するもので

あります。 

   ４０目土木費寄附金につきましては、都市計画事業費指定寄附金を追加するものであ

ります。 

   これは、令和６年３月に解散しました幸田六栗土地区画整理組合における財産処分に

おいて、都市計画事業の発展を目的としまして、幸田六栗土地区画整理組合様より寄附

を受けたものであります。 

   ７５款繰入金につきましては、歳入歳出における財源の更正等によりまして、財政調
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整基金繰入金を追加し、一般会計の収支全体を調整するものであります。 

   ８５款諸収入につきまして、初めに、蒲郡市幸田町衛生組合返還金でありますが、蒲

郡市幸田町衛生組合におきまして、令和５年度の負担金総額の確定があったことに伴い

まして、前年度に支出した負担金の超過分について返還を受けるものとして、追加する

ものであります。 

   次に、市町村振興協会交付金におきましては、宝くじ売上げの減によりまして、新宝

くじ交付金及び市町村振興協会基金交付金を、それぞれ減額するものであります。 

   次に、模範造林組合財産処分金収入でありますが、こちらは令和７年３月３１日付で

解散となります、岡崎市額田郡模範造林組合の財産処分として、財政安定化基金の残額

を岡崎市と幸田町における分担金の割合に応じて入金されるものでありまして、追加す

るものであります。 

   次に、新型コロナ定期接種ワクチン確保事業助成金でありますが、歳出事業費の確定

見込みによりまして、減額するものであります。 

   補正予算説明書は２２ページを御覧ください。 

   二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金でありますが、これは一般社団法人地域循環

共生社会連携協会における、地域脱炭素実現に向けた再生可能エネルギーの最大限導入

のための計画づくりの支援を目的とした補助金であります。令和６年度に実施しました

公共施設再生可能エネルギー導入可能性調査につきまして、同補助金の交付申請をしま

したところ、採択が得られましたので、この経費を財源としまして、新規計上するもの

であります。 

   次に、合併７０周年記念事業入場料でありますが、記念事業として、町民会館におい

て行われました講演会等の入場料の確定及び確定見込みの状況によりまして、追加する

ものであります。 

   ９０款町債につきましては、先ほど地方債の補正において説明をさせていただきまし

たが、国の令和６年度補正予算に伴う割当額の増額及び町債を財源として予定していま

した各事業の完了見込みを精査しまして、県営防災ダム事業は追加を、県営たん水防除

事業、橋梁改修事業、交通安全施設整備事業、仲田アンダーパス自動閉鎖機設置事業、

消防用自動車整備事業、深溝小学校整備事業、中学校体育館空調整備事業は減額を、そ

れぞれ行うものであります。 

   続きまして、歳出の補正内容について説明をさせていただきます。 

   これから提案をさせていただく歳出の補正予算は、各款にわたりまして、事業が完了

し、もしくは完了の見込みが立ったことに伴います不用額の減額補正、又は国県等支出

金の精算に伴う過年度分返還金の予算措置を中心に計上させていただいたものでありま

す。これらにつきましては説明を省略させていただき、主なものについてのみ説明をさ

せていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。また、各款にわたりまして、

職員の人件費の補正をお願いしておりますが、これは事業の完了に伴う不用額の減額を

中心に行ったものでありまして、詳細につきましては、補正予算説明書３８ページの補

正予算給与費明細書のとおりでありますので、こちらにつきましても説明は省略をさせ

ていただきますので、よろしくお願いいたします。 
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   それでは、補正予算説明書は２４ページを御覧ください。 

   初めに、１５款総務費、１０項総務管理費、１０目一般管理費につきましては、ふる

さと納税推進事業であります。歳入で説明させていただきましたが、ふるさと寄附業務

委託料におきまして、本年度の寄附金総額を２５億５,０００万円として見込み直し、

歳入予算を減額したことに伴いまして、返礼品の調達や発送、インターネットポータル

サイトの運営、その他の委託料を減額するものであります。 

   ２５目交通安全推進費につきましては、交通安全推進事業におきまして、歳入で説明

させていただきましたが、歳出事業費の確定見込みにより。自転車乗車用ヘルメット購

入費補助金を減額するものであります。 

   ３５目財産管理費につきまして、庁舎維持管理事業におきまして、役場庁舎等燃料費

及び役場庁舎等電気料金を追加するものであります。 

   これは、夏季の猛暑に対応するための灯油使用量、電気使用量が想定を上回ったこと

に伴う不足額を追加するものであります。 

   補正予算説明書２８ページを御覧ください。 

   ２０款民生費、１５項児童福祉費、１５目児童措置費におきまして、認定こども園等

支援事業におきまして、歳入で説明させていただきましたが、保育所等給食費軽減対策

支援金を新規計上するものであります。 

   これは、愛知県が事業主体として実施する私立保育園等に食糧費の高騰分を補助する

事業でありまして、町を介して私立保育園等に対して補助金を支出するものであります

が、国の令和６年度補正予算に伴い、新規計上するものであります。 

   補正予算書３０ページを御覧ください。 

   ３５款農林水産業費、１５項農地費、１５目農業農村整備事業費につきましては、県

営土地改良事業におきまして、愛知県が事業主体として実施する農業用ため池の耐震対

策工事に対し幸田町が愛知県に負担金を支出するものでありますが、このたび国の令和

６年度補正予算に伴う追加配分及び事業の進捗状況等により、県営防災ダム事業負担金、

県営農業水利施設保全対策事業負担金、県営水質保全対策事業負担金は追加を、県営た

ん水防除事業負担金、県営経営体育成基盤整備事業負担金は減額を、それぞれ行うもの

であります。 

   補正予算書の説明書３４ページをお願いいたします。 

   ４５款土木費につきましては、都市計画総務一般事業におきまして、都市施設整備基

金積立金を追加するものであります。 

   これは、歳入で説明させていただきましたが、幸田六栗土地区画整理組合様より受領

した都市計画事業費指定寄附金を都市施設整備基金に積み立てるものであります。 

   補正予算説明書３６ページを御覧ください。 

   ５５款教育費、２５項社会教育費、１０目公民館費につきましては、公民館管理運営

事業におきまして、当初予算に計上しておりました鷲田公民館移転建設構想基礎調査委

託料全額を減額するものであります。 

   これは、令和７年度に、幸田学区の将来に向けて、魅力ある住みよいまちづくりを推

進するため、土地利用の観点を主軸として調査研究、計画立案し、その実現を図ること
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を目的とした幸田学区まちづくり研究会を設立する予定でありまして、活動していく中

で、鷲田公民館の移転建設構想も検討していくこととなりましたので、本年度の支出に

ついては全額減額するものであります。 

   以上が、令和６年度幸田町一般会計補正予算（第７号）の概要であります。 

   次に、第２３号議案 令和６年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第３号）につい

てであります。 

   補正予算書４１ページをお開きください。 

   議案関係資料は、１０５ページ及び１２２ページでありますので、併せて御覧くださ

い。 

   第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ３,５３０万６,００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ１億３６８万円とするもので

あります。 

   それでは、補正内容の説明をさせていただきます。 

   初めに、歳入の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書５２ページを御覧ください。 

   １０款財産収入につきましては、一般会計による町道芦谷１号線事業の買戻し事業費

の精査によりまして、土地売払い収入を減額するものであります。 

   続きまして、歳出の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書は５４ページからを御覧ください。 

   １５款諸支出金につきましては、土地開発基金繰出事業におきまして、一般会計にお

ける町道芦谷１号線事業の買戻し事業費の精査によりまして、土地開発基金繰出金を減

額するものであります。 

   以上が、令和６年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第３号）の概要であります。 

   次に、第２４号議案 令和６年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）に

ついてであります。 

   補正予算書は５９ページをお開きください。 

   議案関係資料は、１０５ページ及び１２３ページから１２６ページまででありますの

で、併せて御覧ください。 

   第１条、歳入歳出の予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ２５万９,０００

円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ３２億５,６６３万円とするも

のであります。 

   それでは、補正内容の説明をさせていただきます。 

   初めに、歳入の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書は７０ページを御覧ください。 

   ２０款国庫支出金につきましては、歳出事業費の確定により、社会保障・税番号制度

システム整備費補助金を減額するものであります。これは、市町村が実施しましたマイ

ナンバーカードと健康保険証の一体化に伴う周知広報等の事業に対して補助金が交付さ

れるものでありまして、本町におきましては、補助対象経費のシステム改修費用が見込

みより少なかったことによるものであります。 
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   ３０款県支出金につきましては、保険給付費等交付金（普通交付金）を追加するもの

で、交付金の対象となる保険給付費の増等によるものであります。 

   次に、特別交付金（過年度分特定健診等負担金）を追加するもので、過年度分返還金

の予算措置によるものであります。 

   ４０款繰入金につきましては、５項基金繰入金におきまして、国民健康保険財政調整

基金繰入金を減額し、収支全体を調整するものであります。 

   また、１０項他会計繰入金につきましては、歳出事業費の確定又は確定見込みにより、

一般会計繰入金の内容を精査しまして、保険基盤安定繰入金、出産育児一時金等繰入金、

財政安定化支援事業繰入金、その他一般会計繰入金、未就学児均等割保険税繰入金の減

額、産前産後保険税繰入金の追加をそれぞれ行うものであります。 

   続きまして、歳出の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書は７２ページを御覧ください。 

   １０款総務費につきましては、一般管理一般事業におきまして、歳入で説明させてい

ただきましたが、歳出事業費の確定見込みにより国民健康保険システム改修業務委託料

を減額するものであります。 

   １５款保険給付費につきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、１０項療

養諸費におきましては、１０目一般被保険者療養給付費を減額、２０目一般被保険者療

養費を追加、１５項高額療養費におきましては、１０目一般被保険者高額療養費を追加、

２０項出産育児諸費におきましては、５目出産育児一時金を減額、２５項葬祭諸費にお

きましては、１０目の葬祭費を減額するものであります。 

   １６款国民健康保険事業費納付金につきましては、一般被保険者医療給付費分納付事

業、続きまして、７４ページの一般被保険者後期高齢者支援金等分納付事業及び介護納

付金分納付事業におきまして、歳入で説明させていただきましたが、一般会計繰入金の

予算措置に伴いまして、その財源を更正するものであります。 

   ２７款特定健康診査等事業費につきましては、特定健康診査等事業費におきまして、

特定健康診査の受診者数が当初見込み数からの減となりまして、特定健康診査等業務委

託料を減額するものであります。 

   ３５款諸支出金、１０項償還金及び還付加算金につきましては、１０目一般被保険者

保険税還付金におきまして、還付見込額の減により、一般被保険者国民健康保険税還付

金を減額するものであります。 

   ２１目保険給付費等交付金償還金におきましては、愛知県国民健康保険保険給付費等

交付金の令和５年度分の精算に伴いまして、保険給付費等交付金償還金を追加するもの

であります。 

   以上が、令和６年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の概要説明であ

ります。 

   次に、第２５号議案 令和６年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第４号）につい

てであります。 

   補正予算書は７９ページをお開きください。 

   議案関係資料は１０５ページ及び１２７ページから１３０ページまででありますので、
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併せて御覧ください。 

   第１条、歳入歳出予算の補正につきましては、歳入歳出それぞれ４,７２８万１,００

０円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入歳出それぞれ２５億８,７２２万７,０００

円とするものであります。 

   それでは、補正内容の説明をさせていただきます。 

   初めに、歳入の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書は９０ページを御覧ください。 

   ２０款国庫支出金、１５項国庫補助金、１２目地域支援事業交付金（介護予防・日常

生活支援総合事業）につきましては、歳出事業費の確定により、地域支援事業交付金

（介護予防・日常生活支援総合事業）を減額するものであります。 

   １４目保険者機能強化推進交付金につきましては、交付決定により、保険者機能強化

推進交付金を減額するものであります。 

   ２０目事業費補助金につきましては、報酬改定に伴うシステム改修を予定していまし

たが、通常の保守委託業務内で実施されたため、歳出事業費の減額に合わせ、介護保険

事業費補助金を減額するものであります。 

   ２５款支払基金交付金につきましては、歳出事業費の確定見込みにより、介護給付費

支払基金交付金を減額するものであります。 

   ３０款県支出金、１０項県負担金につきましては、歳出事業費の確定見込みにより、

介護給付費負担金を減額するものであります。 

   ２０項県補助金につきましては、歳出事業費の確定により、地域支援事業交付金（介

護予防・日常生活支援総合事業）を減額するものであります。 

   ４０款繰入金、１０項一般会計繰入金につきましては、１０目介護給付費繰入金にお

きまして、介護給付費の確定見込みによりまして、介護給付費繰入金を減額するもので

あります。 

   １２目地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）におきましては、歳

出事業費の確定により、地域支援事業繰入金（介護予防・日常生活支援総合事業）を減

額するものであります。 

   １５目その他一般会計繰入金におきましては、国庫支出金においても説明をさせてい

ただきましたとおり、報酬改定に伴うシステム改修が不要となりましたので、事務費繰

入金を減額するものであります。 

   続きまして、歳出の補正内容につきまして、説明をさせていただきます。 

   補正予算説明書は９２ページを御覧ください。 

   １０款総務費につきましては、一般管理一般事業におきまして、歳入で説明させてい

ただきましたが、報酬改定に伴うシステム改修を予定していましたが、通常の保守委託

業務内で実施されたため、介護保険システム改修委託料全額を減額するものであります。 

   １５款保険給付費につきましては、歳出事業費の確定見込みによりまして、１０項介

護サービス等諸費におきまして、居宅介護サービス等給付費を減額、施設介護サービス

等給付費を追加するものであります。 

   ２０項高額介護サービス等費におきましては、高額介護サービス給付費を減額するも
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のであります。 

   ４０項特定入所者介護サービス等費におきましては、特定入所者介護サービス等給付

費を減額するものであります。 

   ３０款積立基金につきましては、介護給付費準備基金積立金を追加し、収支全体を調

整するものであります。 

   ３５款地域支援事業費、２０項介護予防生活支援サービス事業費につきましては、１

０目介護予防・生活支援サービス事業費におきまして、歳出事業費の確定見込みにより、

総合事業介護予防サービス給付費を減額するものであります。 

   補正予算説明書９４ページを御覧ください。 

   １５目介護予防ケアマネジメント事業費につきましては、介護予防ケアマネジメント

事業におきまして、歳入で説明させていただきましたが、地域支援事業交付金における

予算措置に伴いまして、その財源を更正するものであります。 

   ２５目一般介護予防事業費につきましては、歳出事業費の確定見込みにより、一般介

護予防事業委託料を減額するものであります。 

   ３０項包括的支援事業・任意事業費、１０目包括的・継続的ケアマネジメント支援事

業につきましては、歳出事業費の確定見込みにより、地域包括支援センター業務委託料

を減額するものであります。 

   １５目任意事業費、２０目在宅医療介護連携推進事業費、２５目生活支援体制整備事

業費につきましては、歳入で説明させていただきましたが、保険者機能強化推進交付金

における予算措置に伴いまして、その財源を更正するものであります。 

   ４０項その他諸費につきましては、審査支払手数料支払事業におきまして、歳入で説

明させていただきましたが、地域支援事業交付金における予算措置に伴いまして、その

財源を更正するものであります。 

   以上が、令和６年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第４号）の概要説明でありま

す。 

   以上、第２２号議案から第２５号議案までの提案理由の説明をさせていただきました。 

   慎重に御審議の上、御議決賜りますよう、お願い申し上げます。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（藤江 徹君） 提案理由の説明は終わりました。 

   ここで、途中ではありますが、１０分間休憩といたします。 

                             休憩 午前１１時０４分 

─────────────── 

                             再開 午前１１時１４分 

○議長（藤江 徹君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

   これから、質疑を行います。 

   質疑の方法は、会議規則第５５条及び第５６条の規定により、１議題につき１５分以

内とし、質疑の回数制限は行いませんので、よろしくお願いします。 

   理事者の答弁時間の制限はありませんが、議員の発言時間の制限に鑑み、簡明なる答

弁をお願いします。 
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   初めに、第２２号議案 令和６年度幸田町一般会計補正予算（第７号）の質疑を許し

ます。 

   ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） なしと認め、以上で、第２２号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２３号議案 令和６年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第３号）の質疑

を許します。 

   ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） なしと認め、以上で、第２３号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２４号議案 令和６年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）の

質疑を許します。 

   ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） なしと認め、以上で、第２４号議案の質疑を打ち切ります。 

   次に、第２５号議案 令和６年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第４号）の質疑

を許します。 

   ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） なしと認め、以上で、第２５号議案の質疑を打ち切ります。 

   これをもって、質疑を終結します。 

   ここで、委員会付託の省略についてお諮りします。 

   ただいま議題となっております議案を、会議規則第３９条第３項の規定により、委員

会への付託を省略することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者多数） 

○議長（藤江 徹君） 異議なしと認めます。 

   したがって、ただいま議題となっております議案は委員会への付託を省略することに

決定しました。 

   これから、上程議案４件について討論に入ります。 

   まず、原案に反対者の発言を許します。 

   反対討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） 反対討論なしと認め、反対討論を打ち切ります。 

   次に、原案に賛成者の発言を許します。 

   賛成討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（藤江 徹君） 賛成討論なしと認め、賛成討論を打ち切ります。 

   これをもって、討論を終結いたします。 

   これから、採決いたします。 
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   採決の方法は、起立により行います。 

   第２２号議案 令和６年度幸田町一般会計補正予算（第７号）を原案どおり決するに

賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（藤江 徹君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第２２号議案は、原案どおり可決されました。 

   次に、第２３号議案 令和６年度幸田町土地取得特別会計補正予算（第３号）を原案

どおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（藤江 徹君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第２３号議案は、原案どおり可決されました。 

   次に、第２４号議案 令和６年度幸田町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）を

原案どおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（藤江 徹君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第２４号議案は、原案どおり可決されました。 

   次に、第２５号議案 令和６年度幸田町介護保険特別会計補正予算（第４号）を原案

どおり決するに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（藤江 徹君） 着席願います。 

   起立全員であります。 

   よって、第２５号議案は、原案どおり可決されました。 

──────────────○─────────────── 

  日程第７ 

○議長（藤江 徹君） 日程第７、第３号議案から第２１号議案までの１９件と第２６号議

案から第３２号議案までの７件を一括議題といたします。 

   朗読は省略し、理事者に提案理由の説明を求めます。 

   町長。 

〔町長 成瀬 敦君 登壇〕 

○町長（成瀬 敦君） それでは、単行議案第３号議案から第２１号議案までの１９件につ

きまして、提案の理由の説明をさせていただきます。 

   議案書３ページをお開きください。 

   第３号議案 幸田町個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例及び幸田町

都市計画税条例の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、３ページから５ページまででありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利
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便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジタル社会形成基本法等

の一部を改正する法律の施行に伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要につきましては、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律第２条の定義に「カード代替電磁的記録」が第７項に追加され、第８

項から第１５項までが繰り下げられることに伴う、幸田町個人番号の利用及び特定個人

情報の提供に関する条例及び幸田町都市計画税条例における引用条項を整理する改正で

ございます。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書の５ページをお開きください。 

   第４号議案 幸田町若者奨学基金条例の制定についてであります。 

   議案関係資料は６ページでありますので、併せて御覧ください。 

   制定の理由といたしましては、海外への留学や国内における大学への入学及び在学す

る若者の学問を奨励するための事業に要する経費の財源を確保することに伴い、必要が

あるからであります。 

   制定の概要につきましては、幸田町にゆかりのある寄附者から、将来の日本を背負う

若者の人材育成を目的とした、若者の学問を奨励するための奨学金を意図した寄附申出

があり、さきの財源として明確にするために基金を設置し、基金の運用及び管理につい

て必要な事項を定めるものであります。 

   なお、寄附につきましては、昨年１２月に３,０００万円が寄附されており、今後に

おいても奨学金目的での寄附を予定しているとお伺いしています。 

   施行期日につきましては、公布の日からであります。 

   続きまして、議案書７ページをお開きください。 

   第５号議案 幸田町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部

改正についてであります。 

   議案関係資料は、７ページ及び８ページでありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、会計年度任用職員の報酬の上限の引上げに伴い、必要が

あるからであります。 

   改正の概要につきましては、２つの職種に係る報酬額につきましては、昨今の情勢に

見合うものとするために、上限を引き上げることとするものであります。 

   １つ目は、庁用バス運転手の日額報酬を考慮しまして、条例に定める日額報酬の上限

を１万３,０００円から１万５,０００円に引き上げるものであります。 

   ２つ目は、弁護士の時間額報酬を考慮しまして、条例に定める時間額報酬の上限を３,

５００円から５,０００円に引き上げるものであります。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書９ページをお開きください。 

   第６号議案 幸田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正についてであ

ります。 

   議案関係資料は、９ページから２１ページまででありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の
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福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を改正する法律の施行及び職員

の勤務時間の柔軟化に伴い、必要があるからであります。 

   この条例は、改正が必要となる関係条例４本についてまとめて改正するものでありま

す。 

   改正の概要につきましては、まず第１条関係として、幸田町職員の勤務時間、休暇等

に関する条例の一部改正では、規則の定めるところにより、職員の申告を考慮して、週

休日のほかに勤務時間を割り振らない日を設け、又は勤務時間を割り振ることができる

ようにし、週休日の振替を勤務時間を割り振らない日にも準用すること、休憩時間を一

斉に与えないことができる場合についての規定を追加し、小学校就学の始期に達するま

での子のある職員まで時間外勤務の制限を請求できることとし、配偶者等の介護を必要

とする状況に至った職員に対する介護両立支援制度等の請求等についての意向確認、制

度の周知及び当該請求等に当たり、不利益な取扱いをすることがないよう義務づけると

ともに、介護両立支援制度等の利用に係る円滑な請求等のための研修の実施、相談体制

及び勤務環境の整備を義務づけるものであります。 

   第２条関係として、幸田町職員の育児休業等に関する条例の一部改正では、育児短時

間勤務について、条例で定めることとされている勤務の形態を、週休日のほかに勤務時

間を割り振らない日を設けられ、又は勤務時間を割り振られた職員と公務の運営上の事

情により特別の形態によってで勤務する必要のある職員に分けて規定するものでありま

す。 

   第３条関係として、幸田町職員の給与に関する条例の一部改正では、月の途中で新た

に職員となったとき、又は月の途中で職員が離職した場合において、職員の給与の支給

に係る日割り計算をする際の勤務時間を割り振らない日の取扱い、管理職員特別勤務手

当を支給する場合の勤務時間を割り振らない日の取扱い、時間外勤務手当を支給する場

合の勤務時間を割り振らない日の取扱いを、それぞれ整理するものであります。 

   第４条関係、幸田町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例の一部

改正では、第１条の幸田町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の改正を受け、引用条

項の整理を行うものであります。 

   施行期日は令和７年４月１日、附則第２条関係につきましては公布の日であります。 

   続きまして、議案書１５ページをお開きください。 

   第７号議案、幸田町職員の給与に関する条例等の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、２２ページから５７ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、国家公務員の給与の改定に準じた職員の給与の改定及び

一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律の施行等に伴い、必要がある

からであります。 

   この条例では、改正が必要となる関係条例５本についてまとめて改正するものであり

ます。 

   職員の給与改定等につきましては、国における人事院勧告に準じて行っており、令和

６年８月に行われた人事院勧告のうち給与改定に伴うものについては、令和６年第４回
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幸田町議会定例会にて条例改正の議決をいただいており、今回は社会と公務の変化に応

じた給与制度の整備、給与制度のアップデートに係るものについて改正するものであり

ます。 

   改正の概要につきましては、まず第１条関係として、幸田町職員の給与に関する条例

の一部改正では、職員の給料表を改定し、職務の級が６級以上である職員の昇給の幅を

４号給と改め、平日深夜に勤務した場合の管理職員特別勤務手当の対象時間帯を午後１

０時から翌日の午前５時までに拡大するものであります。また、配偶者に係る扶養手当

を廃止し、子に係る扶養手当を増額する改正については、経過措置を設け、２年かけて

段階的に実施することとし、令和８年度から配偶者に係る扶養手当を廃止し、子の扶養

手当を１人１万３,０００円とするものであります。また、地域手当について、本町よ

りも高い基準の地域に勤務する職員に対し、１００分の２０超えない範囲内で、当該地

域の基準に準じた割合の地域手当を支給することができるようにすること、様々な地域

からの通勤が可能になるよう、有料道路の利用料を通勤手当の支給対象にするとともに、

公共交通機関又は有料の道路を利用して通勤した場合の通勤手当の上限額を５万５,０

００円から１５万円に引き上げること、単身赴任手当を採用時から支給可能とすること、

そして、定年前再任用短時間勤務職員に対する住居手当の支給を可能とするものであり

ます。 

   第２条関係として、幸田町一般職の任期付職員の採用及び給与の特例に関する条例の

一部改正では、特定任期付職員業績手当を廃止し、特定任期付職員に対して新たに勤勉

手当を支給することとするものであります。 

   ちなみに、本町では、現在、対象となる特定任期付職員は採用しておりません。 

   第３条関係として、幸田町会計年度任用職員の給与、旅費及び費用弁償に関する条例

の一部改正では、第１条の幸田町職員の給与に関する条例の改正を受け、引用条項の整

理をするものであります。 

   第４条関係として、幸田町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（令和５年

幸田町条例第６号）の一部改正では、令和５年の一部改正条例の附則を改正するもので

ありますが、当該附則について、一般職の職員の給与に関する法律等の一部改正を受け

た引用条項の整理及び第１条関係の幸田町職員の給与に関する条例の改正を受けた規定

の整理を行うものであります。 

   第５条関係として、幸田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例（令和６

年幸田町条例第３２号）の一部改正では、さきの令和６年第４回幸田町議会定例会最終

日において議決いただいた、幸田町職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の

第４条関係で改正した特定任期付職員に対する期末手当の支給割合を定める読替規定に

ついて、令和７年４月１日に溶け込むことになっている規定をさらに改め、勤勉手当を

支給するよう改正するものであります。 

   施行期日は令和７年４月１日、第５条関係については公布の日であります。 

   続きまして、議案書３５ページをお開きください。 

   第８号議案、幸田町職員等の旅費支給条例の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、５８ページ及び５９ページでありますので、併せて御覧ください。 
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   提案理由といたしましては、国家公務員の旅費の改定に準じた職員の旅費の改定に伴

い、必要があるからであります。 

   改正の概要といたしましては、移転料、着後手当及び扶養親族移転料の名称について、

国の例によりそれぞれ転居費、着後滞在費及び家族移転費に改め、それらの額について、

国家公務員の旅費に関する法律の規定に準ずるという表現から、国家公務員の旅費の例

によるという表現に改めるものであります。 

   施行期日は、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書の３７ページをお開きください。 

   幸田町税条例の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、６０ページから６４ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、道路交通法の一部を改正する法律等の施行に伴い、必要

があるからであります。 

   改正の概要につきましては、軽自動車税関係におきまして、道路交通法の一部を改正

する法律が施行され、申請により、個人番号カード、いわゆるマイナンバーカードに運

転免許情報が記録されることに伴い、軽自動車税の種別割の減免申請において提示を求

める運転免許証について、運転免許証の免許情報が記載されたマイナンバーカード、い

わゆるマイナ免許証の提示でも申請手続を可能とするものであります。 

   そのほかは、私立学校法の一部を改正する法律及び情報通信技術の活用による行政手

続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るためのデジ

タル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴い、引用条項の整理を行うもの

であります。 

   施行期日につきましては、引用条項の整理は、令和７年４月１日、軽自動車税種別割

の減免に関する改正は、公布の日であります。 

   続きまして、議案書３９ページをお開きください。 

   第１０号議案 幸田町職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正についてでありま

す。 

   議案関係資料は、６５ページ及び６６ページでありますので、御覧ください。 

   提案理由といたしましては、災害応急作業手当の支給に伴い、必要があるからであり

ます。 

   改正の概要につきましては、特殊勤務手当に災害応急作業手当を新設するものであり

ます。なお、手当の額につきましては、災害の状況により従事した作業に応じ、３つに

分類し、支給するものであります。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書４１ページをお開きください。 

   第１１号議案 幸田町非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例の一部改

正についてであります。 

   議案関係資料は、６７ページから７０ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 
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   提案理由といたしましては、消防団員等公務災害補償等責任共済等に関する法律施行

令の一部を改正する政令の施行に伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要につきましては、消防団員の処遇改善を図るため、団員の退職報償金につ

いて、新たに３５年以上の勤務年数区分を追加するものであります。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書４５ページをお開きください。 

   第１２号議案 幸田町立学校体育施設のスポーツ開放に関する条例の一部改正につい

てであります。 

   議案関係資料は、７１ページ及び７２ページでありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、幸田町立の学校体育施設のうち、体育館に空調設備が設

置され、スポーツ開放時においてもその使用を可能とすることに伴い、必要があるから

であります。 

   改正の概要につきましては、体育館に設置された空調設備をスポーツ開放時に使用す

るに当たり、全面１時間当たり２,５００円の使用料の額を定めるものであります。 

   施行期日につきましては、令和７年６月１日であります。 

   続きまして、議案書４７ページをお開きください。 

   第１３号議案 幸田町地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、７３ページから７５ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、介護保険法施行規則及び指定介護予防支援等の事業の人

員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関

する基準の一部を改正する省令の施行に伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要は、地域包括センターの人材確保が困難となっている現状を踏まえ、現行

の配置基準を基本としつつ、柔軟な職員配置を可能とするものであります。 

   施行期日は、公布の日からであります。 

   続きまして、議案書４９ページをお開きください。 

   第１４号議案 幸田町空き缶等ごみ散乱防止条例の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、７６ページ及び７７ページでありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、町民総参加クリーン運動の日の変更に伴い、必要がある

からであります。 

   改正の概要につきましては、熱中症対策の推進のため、秋季の実施期間を長く設定す

るため改正するものであります。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書５１ページをお開きください。 

   第１５号議案 幸田町六栗環境広場の設置及び管理に関する条例の制定についてであ

ります。 

   議案関係資料は、７８ページでありますので、併せて御覧ください。 

   提案理由といたしましては、幸田町六栗環境広場の設置に伴い、必要があるからであ
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ります。 

   制定の概要につきましては、設置目的といたしまして、休息、鑑賞、散歩、遊戯、運

動等の多目的な利用を行うことにより町民の健康の増進を図るため、及び災害時におい

ては、災害廃棄物の仮置場として利用するものであります。 

   利用の許可につきましては、広場を専用利用とする場合は、町長の許可を得なければ

ならないとしております。 

   また、使用料は徴収しないこととしております。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   続きまして、議案書５５ページをお開きください。 

   第１６号議案 幸田町道路占用条例の一部改正についてであります。 

   議案関係資料は、７９ページから８４ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、道路の占用料の見直しに伴い、改正があるからでありま

す。 

   改正の概要につきましては、愛知県道路占用料条例が改正され、この県条例との均衡

を図るため、第２条占用料の額の別表に係る占用料について一部改正をするものであり

ます。 

   施行期日につきましては、令和７年４月１日であります。 

   経過措置といたしまして、施行の日以降に占用等の許可を受けた占用物及びこれに係

る占用料について適用することとし、それ以前に許可を受けたものについては、なお従

前の例によるものとするものであります。 

   続きまして、議案書６１ページをお開きください。 

   第１７号議案 幸田町地区計画の区域内における建築物制限条例の一部改正について

であります。 

   議案関係資料は、８５ページから８７ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、流通業務の総合化及び効率化の促進に関する法律及び貨

物自動車運送事業法の一部を改正する法律の施行に伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要につきましては、条例別表第２において引用しています、流通業務の総合

化及び効率化の促進に関する法律第２条第１号が、一部改正により、物資の流通の効率

化に関する法律に名称が変更されたとともに、第４条第１号へ条ずれしたため、引用条

項の整理をするものであります。 

   施行期日は、令和７年４月１日からであります。 

   続きまして、議案書６３ページをお開きください。 

   第１８号議案 幸田町移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する条例

を定める条例の一部改正についてであります。 

   提案理由といたしましては、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律

施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要につきましては、条例第４条第６号において引用しています、高齢者、障
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害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律施行令第２１条第２項第１号が、一部改正

により、第２２条第２項第１号へ条ずれしたため、引用条項の整理をするものでありま

す。 

   施行期日は、令和７年６月１日からであります。 

   議案書６５ページをお開きください。 

   第１９号議案 幸田町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例等の一部改正につ

いてであります。 

   議案関係資料は、９０ページから９３ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、国家公務員の給与の改定に準じた職員の給与の改定等に

伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要につきましては、管理職員特別勤務手当対象時間帯の拡大、定年前再任用

短時間勤務職員等及び暫定再任用職員に対する住居手当の創設を定めるものであります。 

   施行期日は、令和７年４月１日ですが、配偶者に係る扶養手当廃止については、令和

８年４月１日であります。 

   続きまして、議案書６７ページをお開きください。 

   第２０号議案 幸田町水道事業布設工事監督者及び水道技術管理者に関する条例の一

部を改正する条例の一部改正であります。 

   議案関係資料は、９４ページから９６ページまででありますので、併せて御覧くださ

い。 

   提案理由といたしましては、建設業法施行令及び国立大学法人法施行令の一部を改正

する政令の施行に伴い、必要があるからであります。 

   改正の概要につきましては、本条例で引用している建設業法施行令の第３４条が第３

７条に変更されたことによる引用条項の整理であります。 

   施行期日につきましては、公布の日であります。 

   議案関係資料６９ページをお願いいたします。 

   第２１号議案 町道路線の認定及び廃止についてであります。 

   議案関係資料は、９７ページから１０４ページまででありますので、併せて御覧くだ

さい。 

   町道路線の認定及び廃止をするため、道路法第８条第２項及び第１０条第３項の規定

により、議決を求めるものであります。 

   提案理由といたしましては、道路の整備等に伴い、必要があるからであります。 

   認定及び廃止の概要につきましては、幸田町深溝里区画整理事業の換地処分公告によ

るものと菱池遊水地事業と隣接します菱池開墾区圃場整備事業に伴い、認定する路線が

２０路線、廃止する路線が１９路線であります。 

   以上、第３号議案から第２１号議案までの単行議案の提案理由の説明をさせていただ

きました。よろしくお願いします。 

   続きまして、第２６号議案から第３２号議案までにわたっております、令和７年度幸

田町会計別の当初予算の概要につきまして、一般会計から順次説明をさせていただきま
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す。 

   令和７年度予算書及び説明書を御覧ください。 

   初めに、第２６号議案 令和７年度幸田町一般会計予算についてであります。 

   １５ページをお開きください。 

   第１条、歳入歳出予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ１９８億３,０００

万円と定めるものであります。前年度対比の９５.８％で、８億８,０００万円の減であ

ります。 

   第２条、繰越明許費につきましては、２２ページの第２表 繰越明許費のとおり、４

５款土木費、１５項道路橋梁費におきまして、維新橋架け替え事業（町道新田弓場１号

線）につきましては、令和６年度内での支出が終わらない見込みがあることから、限度

額を１億５,３００万円とする繰越明許費をお願いするものであります。 

   第３条、債務負担行為につきましては、同じく２２ページの第３表 債務負担行為の

とおり、次世代高度情報通信ネットワーク市町村等設備整備工事に係る負担に要する経

費につきまして、期間を令和８年度まで、限度額を７９４万８,０００円とするもの、

ＬＥＤ防犯灯更新に要する経費につきまして、期間を令和７年度から令和１８年度まで、

限度額を９,５７６万６,０００円とするもの、及び小型動力ポンプ付水槽車更新に要す

る経費につきまして、期間を令和７年度から令和８年度まで、限度額を７,０１４万２,

０００円とする債務負担行為をお願いするものであります。 

   第４条、地方債につきましては、２３ページの第４表 地方債のとおり、１２事業の

地方債をお願いするものであります。 

   次世代高度情報通信ネットワーク設備整備事業に１,８５０万円、庁舎照明設備整備

事業に９６０万円、高齢者生きがいセンター移転整備事業に２億２,９００万円、保育

園施設改修事業に２,８３０万円、県営土地改良事業に９,１００万円、道路改築事業に

５,１３０万円、橋梁改築事業に８,３４０万円、交通安全施設整備事業に２６０万円、

幸田中央公園整備事業に１,４８０万円、町民会館改修事業に４,８２０万円、図書館照

明設備整備事業に８６０万円、町民プール改修事業に８５０万円、合計５億９,３８０

万円であります。 

   １５ページにお戻りください。 

   第５条一時借入金の最高額は、１０億円と定めるものであります。 

   第６条では、歳入歳出予算の流用の取扱いについて定め、記述のとおりお願いをする

ものであります。 

   それでは、歳入歳出予算につきまして、説明をさせていただきます。 

   歳入の各款の総額につきましては、２７ページを御参照ください。 

   予算の内容につきましては、３２ページからを御覧ください。 

   初めに、１０款町税でありますが、町税全体では、前年度対比１０５.９％で９３億

７,０４０万円といたしました。個人町民税、所得割の定額減税による減額からの回復

を見込み、前年度対比の１１０.０％で２７億８,４００万円とし、法人町民税は、大手

自動車関連企業の業績等から、前年度対比１２２.０％で７億９,９２０万円といたしま

した。 
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   固定資産税は、土地分は地目変更等による増額を、家屋分は新増築家屋の増加による

増額、償却資産分は企業の積極的な設備投資による増額を見込み、固定資産税の総額は、

前年度対比１０２.１％で５０億４,９００万円といたしました。 

   軽自動車税につきましては、環境性能割は過去の実績により、種別割は登録台数によ

りまして、前年度対比の１０４.０％で１億３,１５０万円といたしました。 

   たばこ税につきましては、販売本数の過去の実績から、前年度対比の１０３.７％で

２億８,０００万円といたしました。 

   入湯税につきましては、入湯客の過去の実績から、前年度対比９５.２％で２００万

円といたしました。 

   都市計画税につきましては、固定資産税と同様の理由による増額を見込みまして、前

年度対比１００.９％で３億２,４７０万円といたしました。 

   ３４ページを御覧ください。 

   １５款地方譲与税につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、前年度

対比１,０３０万円の減の１億４,８３０万円といたしました。 

   ２０款利子割交付金につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、対前

年度１３０万円増の４２０万円といたしました。 

   ２１款配当割交付金につきましては、過去の実績から、対前年度２００万円増の４,

５００万円といたしました。 

   ２２款株式等譲渡所得割交付金につきましては、過去の実績から、前年度と同額の３,

８００万円といたしました。 

   ２３款法人事業税交付金につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、

対前年度３００万円減の１億５,２００万円といたしました。 

   ２４款地方消費税交付金につきましては、愛知県による交付見込額を踏まえまして、

対前年度１億１,２００万円増の１１億３,７００万円といたしました。 

   ２５款ゴルフ場利用税交付金につきましては、過去の実績から、前年度と同額の１,

７００万円といたしました。 

   ３６ページを御覧ください。 

   ３０款自動車取得税交付金につきましては、令和元年９月末で廃止されておりますが、

滞納繰越分の収入の可能性があることから、科目維持といたしました。 

   ３１款環境性能割交付金につきましては、過去の実績から、対前年度７００万円増の

３,５００万円といたしました。 

   ３５款地方特例交付金につきましては、令和６年度の個人住民税所得割の定額減税に

よる減収補塡分が減額されるため、対前年度２億１,４８０万１,０００円減の７,６６

０万円といたしました。 

   ３５款地方交付税につきましては、普通交付税及び特別交付税ともに不交付と見込み、

科目維持といたしました。 

   ４０款交通安全対策特別交付金につきましては、令和６年度実績見込みにより、対前

年度４０万円減の３６０万円といたしました。 

   ４５款分担金及び負担金につきましては、保育料保護者負担金が主なものであります
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が、対前年度１,２６５万３,０００円減の５,５０２万円といたしました。 

   ３８ページから４１ページまでにわたります、５０款使用料及び手数料につきまして

は、公共駐車場使用料や体育施設使用料等を見込み、対前年度１,１４９万３,０００円

増の２億３,４３６万５,０００円といたしました。 

   ４０ページから４７ページまでにわたります、５５款国庫支出金につきましては、児

童手当交付金９億４,０６８万７,０００円、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金

１億６,７７３万６,０００円、重層的支援体制整備事業交付金３,７９８万７,０００円

などがありまして、総額では、対前年度４億３,７５４万５,０００円増の２３億９,３

４６万３,０００円といたしました。 

   ４６ページから５５ページにわたります、６０款の県支出金につきましては、参議院

議員通常選挙費委託金１,８００万円、国勢調査事務交付金１,６５０万円などがありま

すが、子ども医療費補助金及び児童手当負担金の減等によりまして、総額では、対前年

度７３４万３,０００円減の１１億９,８６６万３,０００円といたしました。 

   ５４ページを御覧ください。 

   ６５款財産収入につきましては、財産貸付収入と基金利子が主なものでありますが、

基金利子の利率上昇等による増を見込み、対前年度２,１４８万８,０００円増の３,５

２０万４,０００円といたしました。 

   ７０款寄附金につきましては、主となるふるさと寄附金を、令和６年度実績見込みよ

り、対前年度１０億円減の２０億円と見込み、総額２０億１５万６,０００円といたし

ました。 

   ５６ページを御覧ください。 

   ７５款繰入金につきましては、全体の財源調整及び事業推進のため、財政調整基金１

１億１,４９８万３,０００円、教育施設整備基金１,５００万円の繰入れを行うことと

しまして、対前年度４億８,０３３万円減の総額１３億３,４６８万８,０００円としま

した。 

   ８０款繰越金につきましては、前年度と同額の３億円といたしました。 

   ５６ページから６５ページにわたります、８５款の諸収入につきましては、令和６年

度に計上しておりました各中学校の体育館空調設置工事に係る災害バルク等の導入補助

金１億円の皆減により、対前年度９,７９９万９,０００円減の６億５,７５３万９,００

０円といたしました。 

   町債につきましては、さきに御説明させていただきましたとおり、次世代高度情報通

信ネットワーク設備整備事業をはじめ１２事業に対する起債を行い、対前年度１億６,

５９０万円減の総額５億９,３８０万円といたしました。 

   以上が、令和７年度幸田町一般会計当初予算の歳入の概要説明であります。 

   続きまして、歳出につきまして説明をさせていただきます。 

   歳出の各款の総額につきましては、２８ページ及び２９ページを御参照いただきたい

と思います。 

   予算の内容につきましては、６６ページからでありますが、性質別区分によりまして

の説明とさせていただきますので、別冊となっております令和７年度当初予算概要の６
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ページ及び７ページにあります、令和７年度一般会計予算 款別・性質別一覧表を御覧

ください。 

   人件費、扶助費及び公債費からなります義務的経費につきましては、総額で、対前年

度８.８％増の９５億５２９万６,０００円といたしました。 

   主な理由といたしましては、会計年度任用職員に対する勤勉手当支給等に伴う人件費

の増加や、児童手当の支給対象者拡大等による扶助費が増加したことなどによるもので

す。 

   普通建設事業費及び災害復旧費からなります投資的経費につきましては、総額で、対

前年度３９.６％減の総額１４億３,５７５万９,０００円といたしました。 

   普通建設事業の主なものといたしましては、高齢者生きがいセンター移転改修工事、

道路新設改良事業、町民会館空調制御機器更新工事、町民プール全熱交換機更新工事な

どであります。 

   物件費、維持補修費、扶助費等、その他の経費につきましては、総額で、対前年度７.

４％減の８８億５,８９４万５,０００円といたしました。その主なものといたしまして

は、物件費につきましては、地方公共団体情報システムの標準化に関する移行業務委託

料をはじめ各種事務委託料や物品の購入経費、維持補修費につきましては、公園施設整

備をはじめ各種公共施設の修繕費、補助費等につきましては、物価高騰対応重点支援給

付金や各種団体への補助金や負担金、そのほかに特別会計への繰出金などであります。 

   以上が、令和７年度幸田町一般会計当初予算の歳出の概要説明でありました。 

   続きまして、第２７号議案 令和７年度幸田町土地取得特別会計予算につきまして、

１６３ページからを御覧ください。 

   第１条、歳入歳出予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ４億２６３万８,０

００円とするものであります。前年度対比２８９.９％、２億６,３７７万３,０００円

の増であります。 

   増額の主な要因といたしましては、大草広野地区福祉施設推進構想用地及び芦谷１号

線事業用地の一般会計への売払いによる事業費の増加によるものであります。 

   続きまして、第２８号議案 幸田町国民健康保険特別会計につきまして、１８７ペー

ジからを御覧ください。 

   第１条、歳入歳出の予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ３２億８,４５２

万７,０００円と定めるものであります。前年度比１００.９％、２,９２５万６,０００

円の増であります。 

   増額の主な要因といたしましては、高額療養費など保険給付費の増加及び国民健康保

険事業費納付金の増加を見込んだことなどによるものであります。 

   第２条につきましては、歳出予算の流用の取扱いについて定めるものとし、記述の通

りお願いするものであります。 

   続きまして、第２９号議案 令和７年度幸田町後期高齢者医療特別会計予算につきま

して、２２３ページからを御覧ください。 

   第１条、歳入歳出予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ６億９,１４９万１,

０００円と定めるものであります。前年度比１０２.２％、１,４６２万６,０００円の
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増であります。 

   増額の主な要因といたしましては、被保険者数の増加に伴う後期高齢者医療広域連合

納付金の増加を見込んだことなどによるものであります。 

   続きまして、第３０号議案 令和７年度幸田町介護保険特別会計予算につきまして、

２５１ページからを御覧ください。 

   第１条、歳入歳出予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ２６億４,８２１万

４,０００円と定めるものであります。前年度比１０３.５％、８,８５０万６,０００円

の増であります。 

   増額の主な要因といたしましては、要介護及び要支援認定者数の増加に伴う保険給付

費の増加を見込んだことなどによるものであります。 

   第２条につきましては、歳出予算の流用の取扱いについて定めるものとし、記述のと

おりお願いするものであります。 

   続きまして、第３１号議案 令和７年度幸田町水道事業会計予算につきまして、２８

９ページからを御覧ください。 

   第３条、収益的収入及び支出の予定額につきましては、収入を８億９,９６５万５,０

００円、支出を８億５,３５７万５,０００円と定め、第４条、資本的収入及び支出の予

定額につきましては、収入を１億４,１８６万円、支出を４億４,４９４万６,０００円

と定めるものであります。 

   この資本整備につきましては、老朽化施設の更新をはじめとする各種工事を計上して

います。令和７年度は、須美前山工業団地開発及び深溝配水場計装盤取替え工事を予定

しており、計画的に整備を推進するものとしております。 

   なお、資本的収支における不足額３億３０８万６,０００円につきましては、過年度

分損益勘定留保資金などで補塡をすることとしております。 

   最後に、第３２号議案 令和７年度幸田町下水道事業会計予算につきまして、３２１

ページからを御覧ください。 

   第３条、収益的収入及び支出の予定額につきましては、収入を１４億２,９８９万８,

０００円、支出を１４億２,３２８万９,０００円と定め、第４条、資本的収入及び支出

の予定額につきましては、収入を５億６,３９１万５,０００円、支出を７億５,１０２

万３,０００円と定めるものであります。 

   この資本整備につきましては、集落排水施設の公共下水道への接続などの管路整備を

推進するものとしております。併せて、流域下水道等の建設負担金、一般会計からの出

資を受けての企業債の償還金などを計上しております。 

   なお、資本的収支における不足額１億８,７１０万８,０００円につきましては、当年

度分損益勘定留保資金などで補塡することとしております。 

   ３２２ページを御覧ください。 

   第５条、企業債につきまして、表に記載のとおり、公共下水道事業に９,９２０万円、

流域下水道事業に２,９４０万円を限度額と定め、経営の標準化を図ることとしており

ます。 

   以上、第２６号議案から第３２号議案までの令和７年度幸田町会計別当初予算の提案
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理由の説明をさせていただきました。 

   以上をもって、本定例会に提案をさせていただきます、単行議案１９件と当初予算関

係の７件の説明とさせていただきます。 

   慎重に御審議の上、全議案とも御可決賜りますよう、よろしくお願いします。 

   ありがとうございます。 

〔町長 成瀬 敦君 降壇〕 

○議長（藤江 徹君） 提案理由の説明は終わりました。 

   質疑をされる議員は、議案質疑通告書を本日午後５時までに事務局へ電子データで提

出をお願いします。 

   以上で、本日の日程は全部終了しました。 

   次回は、３月４日火曜日、午前９時から再開いたしますので、よろしくお願いいたし

ます。 

   ここで、２点御連絡を申し上げます。 

   まず、この後、午後１時ちょうどから、第２委員会室でメールの受信・返信確認と共

有フォルダへのアクセス方法について説明をしますので、全議員の出席をお願いいたし

ます。 

   それが終了しましたら、その１０分後から議会広報特別委員会を第１委員会室で開催

しますので、委員は御出席をお願いいたします。 

   連絡事項は以上であります。 

   本日は、これで散会といたします。 

                             散会 午後 ０時０５分 
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   地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する 

             令和７年２月２８日 

 

                    議  長 

 

 

                    議  員 
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